
刊
行
会
は
前
号
で
趣
旨
を
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、

寺
島
珠
雄
の
書
誌
目
録
の
作
成
と
併
せ
て
、
著
作

物
を
収
集
し
、
必
要
と
す
る
人
び
と
の
利
用
に
供

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
著
書
、
掲
載
紙
誌
の
す
べ
て
を

社
会
福
祉
法
人
大
阪
自
彊
館
あ
い
り
ん
資
料
室（

大

阪
市
西
成
区
萩
之
茶
屋
一
―
二
―
一
五）

に
常
備

し
、
必
要
な
人
び
と
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
、
あ

わ
せ
て
永
く
保
存
さ
れ
る
た
め
に
も
い
く
つ
か
の

公
共
図
書
館
に
寄
贈
す
る
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
著
書
に
つ
い
て
は
最

低
二
部
以
上
を
求
め
て
い

ま
す
。
考
え
て
い
る
寄
贈

先
は
少
な
く
な
く
、
重
複

本
が
増
え
て
も
構
わ
な
い

の
で
お
譲
り
い
た
だ
け
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
目
的
は
寺
島

珠
雄
の「
顕
彰」

な
ど
で

は
な
く
、
記
録
し
、
保
存

す
る
こ
と
で
す
。
誰
で
あ

れ
故
人
の
代
理
も
代
弁
も

で
き
ま
せ
ん
。

「

顕
彰」

や

ら「

寺
島
の
思
想」

な
ど
と
言
え
ば
、
故
人
は
き
っ

と「

よ
せ
や
い」

と
言
う
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

い
く
つ
か
の
書
庫
に
行
け
ば
、
求
め
る
人
び
と
が

寺
島
珠
雄
に
出
会
え
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「

文
学
館」

で
は
ど
う
か
と
い
う
声
も
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。
寺
島
珠
雄
が
優
れ
た
詩
人
で
あ
っ

た
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
彼
は

実
に

〝
多
面
体
の
漢
〟

で
あ
り
、
文
学
的
な
側
面

に
限
る
こ
と
で
そ
の
多
面
的
、
人
間
的
な
魅
力
を

見
失
い
か
ね
な
い
と
い
う
危
惧
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、

「

文
学
館」

は
庶
民
に
と
り
敷
居
が
高
い
。
コ

ピ
ー
代
は
高
く
、
比
較
的
安
い
日
本
現
代
詩
歌
文

学
館
で
も
一
枚
三
〇
円
、
日
本
近
代
文
学
館
は
一

枚
一
〇
〇
円（

カ
ラ
ー
は
三
〇
〇
円）

に
加
え
て

入
場
料
が
毎
回
、
取
ら
れ
ま
す
。
図
書
館
法
で「

入

館
料
そ
の
他
図
書
館
資
料
の
利
用
に
対
す
る
い
か

な
る
対
価
を
も
徴
収
し
て
は
な
ら
な
い」

と
定
め

ら
れ
て
い
る
公
共
図
書
館
の
存
在
意
義
は
こ
こ
に

あ
り
ま
す
。

次
の
2・

3
ペ
ー
ジ
見
開
き
の
図
書
館
所
蔵
状

況
一
覧
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
◎
印
は
二
冊
蔵
、
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寺
島
珠
雄
書
誌
目
録
刊
行
会
会
報

第
二
号

二
〇
一
一
年
一
二
月
二
五
日
発
行

発
行
人
＝
中
岡
光
次

編
集
人
＝
前
田
年
昭

連
絡
先
＝
岡
山
県
赤
磐
市
沼
田
四
六
八
―
一（

〒
七
〇
九
―
〇
八
一
二）

寺
島
珠
雄
の
著
作
物
の
収
集
と
公
開
に
つ
い
て

速報！！
寺島珠雄O埋cm

@労作未刊稿『釜Ñ

崎語彙集（仮題）』来夏、

東京・新宿書房,j

堂々発刊決定！委細

次号LG発表
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島
珠
雄』（

00
／

7）

（5）
詩
集『

釜
ヶ
崎
通
信
別
冊
・
ま
だ

生
き
て
い
る』

複
製
版

こ
れ
ら
は
郷
土
資
料
室
に
永
年
保
存
さ

れ
ま
す
。
と
り
わ
け

（1）
の『

情
況
と
感

傷』

は「

小
沢
信
男
様
寺
島
珠
雄」

署

名
入
り
で
貴
重
な
も
の
で
す
、
図
書
館

H
P
で
の
宣
伝
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

の
で
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
担
当
は
、
な
、
な
ん
と「

大

木」

さ
ん
と
言
わ
れ
る
女
性
の
方
。
地

元
の
方
で
は
な
い
ら
し
い
。
縁
も
ゆ
か

り
も
あ
り
り
ま
せ
ん
と
言
わ
れ
る
が
姓

が
同
じ
と
い
う
の
は
、
や
は
り「

縁」

。

「

奇
縁』

と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
通

常
の
業
務
の
範
囲
を
越
え
て「

ふ
る
さ

と
詩
人」

の
網
羅
的
調
査
を
請
け
て
頂

き
ま
し
た
。感
謝
。こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
。

●
事
務
処
理
の
方
法
に
未
だ
お
ぼ
つ
か

な
い
も
の
が
あ
り
、「

会
報」

の
未
着
、

「

目
録」

第
一
次
の
未
送
付
な
ど
、
遺
漏

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
が

あ
り
ま
す
。
お
か
し
い
と
思
わ
れ
た
場

合
は
、
遠
慮
な
く
ご
連
絡
を
。
即
返
事

を
心
が
け
て
は
お
り
ま
す
が
、
払
い
込

み
か
ら
当
会
へ
の
通
知
は
最
短
で
三
日
、

土
日
が
挟
ま
る
と
一
週
問
近
く
か
か
っ

て
お
り
ま
す
。
ご
考
慮
下
さ
い
。

送
金
さ
れ
る
場
合
は
、
払
込
取
扱
票
の

通
信
欄
に
、
入
会
の
契
機
な
り
を
一
言

記
入
し
て
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

各
位
の
ご
協
力
に
つ
い
て
は
公
開
を
原

則
と
し
ま
す
の
で
、
匿
名
を
希
望
さ
れ

る
方
は
明
記
を
。

※
図
書
等
を
宅
急
便
で
送
ら
れ
る
場
合

は
で
き
る
だ
け「

黒
ネ
コ」

を
ご
利
用

下
さ
い
。

『

着
払
い」

で
け
っ
こ
う
で
す
。

「

着
払
い」

の
場
舎
は

〒
7
0
9

－

0
8
1
2
岡
山
県
赤
磐
市

沼
田

ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
赤
磐
ネ
オ
ポ
リ

ス
営
業
所
留

で
お
願
い
し
ま
す
。
会

の
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
。

●
次
号
は
来
年
二
月
下
旬
の
予
定
。
昔

の
記
憶
、
と
く
に
当
事
者
の
証
言
に
は

思
い
込
み
や
勘
違
い
は
よ
く
あ
る
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
遠
慮
な
く
寺
島

を
め
ぐ
る
思
い
出
の
投
稿
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

●
暮
れ
も
押
し
詰
ま
っ
て
か
ら
の
発
行

と
な
り
ま
し
た
。
年
始
の
ご
挨
拶
は
誠

に
勝
手
な
が
ら
本
号
を
も
っ
て
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
よ
い
お
年

を
。
寒
さ
の
折
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。

会計報告（ ）

《協賛金を頂いた各位》（受付順・敬称略）

松葉祥一・永井美由紀・河内紀・小沢信男・奥沢邦成・平山忠

敬・村山恒夫・川田恒信・古屋淳二・冨板敦・加名義泳逸・佐藤

信子・真辺致真・岩本乾治・松本潤一郎・上村とし子・北村信

隆・遠山幹男・小黒基司・中島敏・井内節子・猪野健治・長谷川

修児・又重勝彦・松岡高・朝浩之・苗村昌義・坂井てい・他 1

名・(松繁逸夫・前田年昭・中岡光次)

◇収入

協賛金 32 名 円

叢書売上 円

収入計 円

◇支出

振替手数料 円

振替用紙印刷サービス代 円

会報 1 号発送費 円

その他郵送通信費（切手、葉書等購入費含） 円

複写料 円

文具費 封筒 円

ゴム印 円

雑品（スタンプ台、クリァファイル、
コピー用紙、複写用インク他 ） 円

古書購入費（詩集『断景』、「CASCO 2 号、

「雲遊天下」22 号） （計） 円

支出計 円

◇差引収支（繰越） 円
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信
男

《

雑
誌》

A

－

6『

う
え
の』

No.
3
8
8（

91
／

8）

同
No.

4
2
2（

94
／

6）
「

外
米
と
近

衛
、
細
川」

こ
れ
追
加
新
発
見
で
す）

A

－

20『

虚
無
思
想
研
究』

第
16
号・

追
悼
寺
島
珠
雄

A

－

154『

ぶ
ら
つ
く
通
信』

第
○
号

（

00
／

7）

A

－

163『

寺
島
珠
雄

詩・

エ
ッ
セ

イ
集』

《

そ
の
他》

◎
寺
島
珠
雄
個
人
通
信『

低
人
通
信』

第
二
次
19
号
～
42
号（

欠
20
号
、
22

号
は
手
紙
付）

◎『

寺
島
珠
雄
名
刺』（

96
／

9
／

15
記
、

月
の
輪
書
林
高
橋
氏
の
紹
介
状）

長
谷
川
修
児
氏『

日
本
反
政
治
詩

集
と
共
著
者
・

『

遊
撃』

編
集
発
行
人）

《

本・

未
登
録》

『

遊
撃
詩
集』（

94
／

9）

発
行：

さ
か

さ
の
イ
シ
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
、
詩「

須

磨
遊
歩」

所
載）

《

雑
誌》

A

－

111『

遊
撃』

寺
島
珠
雄
関
係
分

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

第18
5

号（

86
／

12）・
194・

19
6

詩

「

酒
食
年
表」

抄
紹
介・

2
0

2

詩「

未

明
の
メ
モ」

母
の
夢
を
見
た
と
い
う

詩
掲
載）・

2
0

3・
2

07
『

詩
集
神
戸
備

忘
記』

の
寄
蔵
を
う
け
た
こ
と
に
つ

い
て
若
干）

・
2

24
・

249
（
『

吉
本
孝

一
詩
集』

の
寄
蔵
を
受
け
て
紹
介
二

頁
半）

・
2

51
（

詩「

月
齢
26・

1
の

朝）

掲
載）

・
2

8
9
（
「

遊
撃
手」

欄

「

再
生
封
筒

－

裏
返
し
封
筒

－」

郵
便

番
号
用
の
ゴ
ム
印
も
含
め
て
封
筒
の

作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
手
紙・

96
／

3
／

16

全
文
掲
載）・

2
9

6・
310（

詩「

酒
食

年
表
第
三
追
録」

掲
載）・

第40
5

号

以
上
寄
贈

〒15
5

-0
0

3
2

東
京
都
世
田
谷

区
代
沢2

-41
-13「

さ
か
さ
の
イ

シ」

長
谷
川
修
児

月
刊・

無

料

振
替
口
座00170-3-31251）

た
な
か
よ
し
ゆ
き
氏『

遊
撃』

）

《

雑
誌》

A

－

111

－

1『

遊
撃』

第316

号（

99

／

12）

●
寺
島
珠
雄
追
悼
号

複
写
寄
贈

以
上
、遺
漏
誤
記
%
o
S
7
指
摘
u
。

◆『

パ
ン
テ
ィ』

岩
手
県
北
上
市
に
あ

る
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
に
創
刊
号
他

八
冊
2
号
～
8
号
は
欠）

の
所
蔵
が
確

認
。
中
岡
の
手
抜
き
調
査
が
原
因
で
し

た
。
紹
介
は
次
号
に
。

◆『
R
IV

IE
RE

』

リ
ビ
エ
ー
ル）

こ
れ
は

『

伴
勇
作
品
集』

を
読
ん
で
そ
の
略
年
譜

に
出
て
い
た
雑
誌
。
伴
勇
の
希
望
に
よ

り
別
組
織
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
が

こ
れ
は
事
実
上「

月
刊
近
文」

の
後
継

誌
で
あ
る
。

『

片
信
録』

に
思
い
を
寄
せ

た
一
人
と
し
て
伴
勇
の
詩
を
寺
島
は
載

せ
た
。
後
継
誌
と
は
い
え
必
ず
ど
こ
か

で
寺
島
珠
雄
は
登
場
す
る
。確
信
を
も
っ

て
、
創
刊
号
H
四
年
五
月）

か
ら
一
気

の
取
り
寄
せ
を
す
る
こ
と
に
し
た
。4

6

号
あ
た
り
で
寺
島
珠
雄
は
死
ん
で
い
る

が
50
号
は
記
念
号
な
の
で
き
り
の
良
い

五
十
冊
と
し
た
。
取
り
寄
せ
先
は
岩
手

県
の「

日
本
現
代
詩
歌
文
学
館」

で
あ
る
。

こ
の
取
り
寄
せ
に
付
随
し
て
思
わ
ぬ
申

し
出
が
文
学
館
か
ら
あ
っ
た
。

「

副
本
が

完
全
に
揃
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
と
も

必
要
な
ら
図
書
館
に
寄
贈
し
て
も
よ
ろ

し
い」

と
書
う
。
連
絡
を
受
け
た
取
り

寄
せ
元
の
地
元
図
書
館
は
断
っ
た
。
縁

も
ゆ
か
り
も
な
い
雑
誌
を
地
方
図
書
館

が
受
け
入
れ
て
も「

死
蔵」

に
し
か
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
り
当
然
の
判
断
で
す
。

そ
の
報
告
を
受
け
た
私
は
、
あ
り
が
た

い
申
し
出
を
た
だ
の
申
し
出
に
終
わ
ら

せ
た
く
な
い
と
考
え
、
発
行
地
で
あ
る

堺
市
立
中
央
図
書
館
と
の
仲
立
ち
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◆
12
／

9
東
金
市
立
東
金
図
書
館
よ
り
電

話
。
調
査
を
依
頼
し
て
い
た
鈴
木
勝
個

人
誌「

ふ
る
さ
と
詩
人」

の
閲
読
調
査

が
完
了
し
、
寺
島
珠
雄
の
詩
他
十
数
篇

確
認
と
の
こ
と
。
表
紙
、
奥
付
そ
の
他

も
含
め
て
複
写
送
付
を
お
願
い
し
た
。

そ
の
電
話
を
受
け
取
っ
た
の
は
、
私
も

図
書
館
に
電
話
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い

た
時
。
当
号
に「

寄
贈」

の
呼
び
か
け

を
載
せ
た
が
、
比
較
的
順
調
に
寄
贈
が

相
次
ぎ
、
重
複
本
が
何
種
類
か
出
だ
し

た
。
と
り
あ
え
ず
手
元
に
置
く
必
要
の

な
い
、
五
冊
を
朝
一
番
で
発
送
し
た
。

そ
れ
で
念
の
為
の
電
話
を
い
れ
て
お
こ

う
と
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
の
五
冊

は
次
の
と
お
り
。

（1）
詩
集『

情
況
と
感
傷』

V
A
N
書

房（

78
／

6）

（2）
詩
集『

酒
食
年
衰
第
三

1
99

8 』

エ
ン
プ
テ
ィ（

98
／

4）

（3）『

ア
ナ
キ
ズ
ム
の
う
ち
そ
と
で
ー

わ
が
詩
人
考』

編
集
工
房
ノ
ア（

83

／

5）

（4）『

虚
無
思
想
研
究
16
号

追
悼
寺

探
し
も
の
、
こ
ぼ
れ
ば
な
し

事
務
局
だ
よ
り
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ま
た
寺
島
著
書
名
の
上
の
数
字
は【

寺
島
珠
雄
書

誌
目
録】

（

第
一
次）

の
C（

本）

部
分
の
ナ
ン

バ
ー
で
す
。

寄
贈
先
の
図
書
館
と
し
て
ま
ず
第
一
に
、
故
郷

で
あ
る
東
金
市
立
東
金
図
書
館（

千
葉
県
東
金
市

東
岩
崎
一
―
一）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
悲
し
い

か
な
蔵
書
は『

ど
ぶ
ね
ず
み
の
歌』

一
冊
だ
け
で

す
が
、
貸
し
出
し
希
望
は
絶
え
て
い
ま
せ
ん
。
こ

う
い
う
フ
ァ
ン
に
こ
た
え
、
必
要
資
料
を
拡
充
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
人
物
を
探
索
す
る

に
は
や
は
り
故
郷
が
大
き
な
手
が
か
り
に
な
る
か

ら
で
す
。
利
用
頻
度
に
よ
る
除
籍
廃
本
措
置
な
ど

が
な
さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
、
こ
の
ほ
ど
嬉
し

い
こ
と
に「

郷
土
資
料」

と
し
て
の
保
管
が
決
定

し
ま
し
た
。

寄
贈
先
と
し
て
次
に
考
え
て
い
る
の
が
、
最
後

の
住
み
処
と
し
て
長
く
暮
ら
し
た
尼
崎
市
立
中
央

図
書
館
、
都
道
府
県
立
で
は
最
多
の
所
蔵
が
あ
る

兵
庫
県
立
図
書
館
、
利
便
性
の
高
い
神
戸
市
立
中

央
図
書
館
で
す
。

尼
崎
市
立
中
央
所
蔵
の『

わ
が
テ
ロ
ル
考』

に

は「

寺
島
珠
雄
氏
寄
贈」

シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
刊
行
は
釜
ヶ
崎
在
住
時
で
す
か
ら
、
尼

崎
に
移
り
住
ん
で
か
ら
寄
贈
し
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
寺
島
珠
雄
が
最
も
長
く

交
友
を
結
ん
だ
一
人
、
日
野
善
太
郎
関
係
の
所
蔵

も
あ
り
、
近
く
の
尼
崎
地
域
史
料
室
に
は「

日
野

国立国会図書館

東京都立中央図書館
日本近代文学館

大阪府立中之島図書館
大阪市立中央図書館

●

●
●

●
●

東金市立東金図書館
http://www.city.togane.chiba.jp
/ka/tosyokan/

●

千葉県立中央図書館

千葉県立東部図書館

尼崎市立中央図書館
http://www.amagasaki
-library.jp/Ama/

●●

東京都立多摩図書館

●

神奈川県立近代文学館

●

日本現代詩歌
文学館

神戸市立中央図書館

●

兵庫県立図書館

大阪府立中央図書館

●

所蔵状況一覧（2011年11月20日現在）
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善
太
郎
氏
文
書」

も
保
管
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
一
年
後
に
予
定
し
て
い
る『

寺
島
珠

雄
書
誌
目
録（

完
成
版）

』

は
当
会「

会
報」

合
冊

と
と
も
に
、
以
上
挙
げ
た
図
書
館
、
資
料
館
、
文

学
館
な
ど
に
配
布
寄
贈
し
ま
す
。

当
会
へ
の
寄
贈
、
そ
れ
は
預
託
と
い
う
べ
き
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
特
定
施
設
へ
の
寄
贈
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
遠
慮
な
く
ご
提
案
く
だ
さ
い
。
お

手
元
に
死
蔵
さ
れ
て
い
る
寺
島
珠
雄
の
著
作
物（

著

書
、
掲
載
紙
誌）

を
活
か
す
た
め
、
ぜ
ひ
お
譲
り

く
だ
さ
い
。

〔

中
岡〕

当
会（

あ
い
り
ん
資
料
館
含
む）

所
蔵
そ
の
他
の
本

『

詩
集

釜
ヶ
崎
通
信
別
冊・

ま
だ
生
き
て
い
る』

『

日
本
反
政
治
詩
集』

『

ス
ト
リ
ッ
プ
昭
和
史』

『

そ
れ
で
事
は
始
ま
る』

『

虚
無
思
想
研
究（

下）』

『

詩
集・

阪
神
淡
路
大
震
災』

第
1
集・

第
2
集

『

反
逆
頌

小
松
亀
代
吉
追
悼』

『

資
料・

小
野
十
三
郎』

1・

2

『

定
本

小
野
十
三
郎
全
詩
集』

『

山
谷・

キ
ュ
ー
バ・

フ
ォ
ー
ク』

『

竹
中
労

没
後
20
年・

反
骨
の
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー』

『

小
沢
昭
一』

河
出2

010
/6

『
月
の
輪
古
書
目
録
十
二

特
集
寺
島
珠
雄
私
記』

図

書

館

東金市立東金図書館

千葉県立中央図書館

千葉県立東部図書館

尼崎市立中央図書館

神戸市立中央図書館

兵庫県立図書館

大阪市立中央図書館

大阪府立中央図書館

大阪府立中之島図書館

東京都立中央図書館

東京都多摩図書館

国立国会図書館

主な図書館・文学館等における

日本近代文学館

神奈川県立近代文学館

日本現代詩歌文学館

文

学

館

当会（あいりん資料館含む）

わ
が
テ
ロ
ル
考

7

情
況
と
感
傷

8

あ
と
で
み
る
地
図

9

寺
島
珠
雄
詩
集（

石
野

編

）

10 11

断
景

12

酒
食
年
表
第
二

14

酒
食
年
表
第
三

16

神
戸
備
忘
記

13

片
信
録

15

遠
景
と
近
状

17

ど
ぶ
ね
ず
み
の
歌

23

労
務
者
渡
世

6

私
の
大
阪
地
図

27

旅
の
宿
り
の
長
い
ま
ち

28

小
野
十
三
郎
ノ
ー
ト(

断
崖

の
…)
29

ア
ナ
キ
ズ
ム
の
う
ち
そ
と
で

30

西
山
勇
太
郎
ノ
ー
ト

31

小
野
十
三
郎
ノ
ー
ト
別
冊

33

南
天
堂

34

酒
食
年
表

〇

〇

〇 〇

〇〇

〇

〇〇

〇

〇

〇

〇

〇〇

〇
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で
き
な
か
っ
た
。
調
査
継
続
。

珍
情
報（

収
集
漏
れ）

◎
A

－

68『

地
帯』

No.
29（

68
／

11）

に

「

黒
木
重
雄」

と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

詩「

記
録」

あ
り
と
山
内
清
は
書
い

て
い
る
。

詩
集「

釜
ヶ
崎
通
信
別
冊
・
ま
だ
生

き
て
い
る」

所
載
の
詩（

日
付
け
は

6
9/

12
）「

記
録」

の
原
型
か
。

「

黒
木

重
雄」

な
ど
と
い
う
、
兄
大
木
静
雄

を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
も
っ
と
も
ら

し
く
そ
れ
ら
し
い
ペ
ン
ネ
ー
ム
を

使
っ
た
例
は
他
に
も
あ
る
か
の
だ
ろ

う
か
?

推
定
年
齢
的
に
山
内
清
氏
お
元
気
の

可
能
性
は
高
い
。よ
き
後
援
者
で
あ
っ

た
竹
島
昌
威
知
氏
は
す
で
に
亡
く
、

資
料
類
は
処
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と

聞
く
。
山
内
氏
の
現
在
情
報
を
お
持

ち
の
方
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
?

新
情
報（

今
と
い
う
時
代
に）

◎
A

－

155
と
し
て
追
加『

ぽ
か
ん』

02

（

11
／

11
／

20）

現
在
に
お
け
る
最
新
の
寺
島
珠
雄
に

関
連
す
る
雑
誌
で
す
。「

特
集
・
私
の

大
阪
地
図」

こ
れ
は
寺
島
珠
雄
の
そ

の
著
書
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
採
ら
れ
て

い
る
が
寺
島
特
集
で
は
な
い
。
し
か

し
、

「

大
阪
に
も
寺
島
珠
雄
に
も
ま
っ

た
く
馴
染
み
が
な
い
若
者
た
ち
が
こ

の
本
を
呼
ん
で
、
ど
ん
な
風
に
感
じ

る
の
か
知
り
た
い
と
思
っ
た」

と
い

う
読
書
感
想
文「

私
の
大
阪
地
図」

。

横
並
び
83
年
生
ま
れ
の
三
人
が
そ
れ

ぞ
れ
一
頁
ず
つ
記
述
し
て
い
る
。
評

を
書
こ
う
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
も

「

な
い
も
の
ね
だ
り」

に
な
り
そ
う
な

の
で
そ
れ
は
止
め
る
。
執
筆
陣
に
は

扉
野
良
人
、
加
納
成
治
の
名
が
見
え

る
。
そ
れ
ぞ
れ
過
去
に
寺
島
珠
雄
へ

の
思
い
を
筆
に
託
し
た
人
物
で
あ
る
。

〒5
5

0
-

0
0
1
4
大
阪
市
西
区
北
堀

江
1

－

14

－

21
第
一
北
堀
江
ビ
ル
4

F
貸
本
喫
茶
ち
ょ
う
ち
ょ
ぽ
っ
こ
内

ぽ
か
ん
編
集
部

E
ma

il
:
po

ka
n0

0@

gm
ai

l.
co

m

定
価
千
円

感
謝
！

各
氏
か
ら
の
資
料
提
供
報

告
と
追
加
情
報

川
瀬
健
一
氏（『

詩
と
現
実』

編
集

発
行
人）

《

雑
誌》

A

－

43『

詩
と
現
実』

2
号（

70
／

11）

4
号（

71
／

12）

休
刊
号（

74
／

12）

A

－

13『

解
氷
期』

14
号（

81
／

6）

《

そ
の
他》

私
信
原
稿
用
紙
一
枚
、
編

集・

投
稿
上
の
連
絡）

以
上
寄
贈

平
山
忠
敬
氏
自
由
誌（『

ゆ
う』

発

行
人）

《

本》

C

－

3
詩
集『

わ
が
テ
ロ
ル
考』

日

野
善
太
郎
か
ら
平
山
氏
あ
て
私
信
便

箋
二
枚）

は
さ
み
込
み
有
り）

C

－

12
詩
集『

酒
食
年
表』

C

－

16
詩
集『

酒
食
年
表
第
三』

C

－

28『

旅
の
宿
り
の
長
い
ま
ち』

C

－

30『

ア
ナ
キ
ズ
ム
の
う
ち
そ
と

で』

以
上
寄
贈

C

－

171
平
山
氏
個
人
通
信
誌『

い
の

し
し』

複
写
物
含
む
寄
贈

創
刊
号（

99
／

7）

～
第
8
号（

00
／

10）

計
8
冊

2
号
に
西
村
修「

寺
島
珠
雄
さ
ん
の

こ
と」

3
号
に
＝
寺
島
さ
ん
を
悼

む
＝
詩「

神
戸
備
忘
記」

／

日
野
善
太

郎「

寺
島
シ
ョ
ッ
ク」

／

西
村
修「

寺

島
さ
ん
の
こ
と
Ⅱ」

／「

た
よ
り・

あ

の
人
こ
の
人」

欄
に
各
氏
私
信
／

等
有

り

第
6
号
日
野
善
太
郎「

寺
島
珠

雄
と
見
た
T
V」

こ
れ
は
74
年
2
月

末
N
H
K
兄
静
雄
夫
妻
を
扱
う「

70

年
代
わ
れ
ら
の
世
界・

幸
福
の
設
計」

放
送
の
こ
と

す
べ
て
新
発
見
で
す

《

未
登
録》『「

日
本
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動

人
名
事
典」

編
集
委
ニ
ュ
ー
ス」

現
物
貸
与

欠
号（

創
刊
号
。
2・

4・

5・

7・

8）

を
除
く
全
冊（

随
所
に
寺
島
関

連
文
有
り）

中
西
徹
氏（

浮
游
社）

《

そ
の
他》

寺
島
珠
雄
自
製『

色
紙』

詩
画
展
に
使
用
か）

小
沢
信
男
氏

《

本》

C

－

4『

詩
集

ぼ
う
ふ
ら
の
う
た』

復
刻
版

C

－

8『

詩
集

情
況
と
感
傷』（

78
／

6
の「

小
沢
信
男
様」

寺
島
珠
雄
署

名
有
り）

C

－

14『

詩
集

酒
食
年
表
第
二』

（
「

〝
謹
呈
〟

を
自
分
で
彫
り
ま
し
た」

と
い
う
私
信
と
二
色
刷
自
製
謹
呈
栞

付
き）

C

－
16『

詩
集

酒
食
年
表
第
三』

C
－

17『

遠
景
と
近
状』

C
－

115『

通
り
過
ぎ
た
人
々』

小
沢
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未
登
録
の
新
情
報（

雑
誌）

関
連
記
事

①『

群
像』

昭
和
26
年
6
巻
6
号
大
木

静
雄「

本
と
兄
弟」

国
立
国
会
図
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ッ
シ
ュ

Y
A5

-1
12

0

②『

初
期
社
会
主
義
研
究』

13
号
書
評

「

独
自
の
叙
述
に
よ
っ
て
ア
ナ
・
ダ
ダ

の
時
代
を
現
出

－

寺
島
珠
雄
著『

南

天
堂

－

松
岡
虎
王
麿
の
大
正
・
昭
和」

大
和
田
茂

大
市
中
図

③『

ち
く
ま』

34
5

号（

99
／

12）
「

南

天
堂
漂
流

（7）
寺
島
珠
雄
さ
ん
の
こ

と
ー
松
岡
虎
王
麿
の『

南
天
堂』」

森

ま
ゆ
み

岡
県
図

④『
「

日
本
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
人
名
事

典」

編
集
委
ニ
ュ
ー
ス』

寄
贈
情
報
欄
参
照

個
人
他

⑤『
R
IV

IE
RE

』
（

リ
ビ
エ
ー
ル
・
川
、

流
れ）

発
行
所
・
堺
市
桃
山
台
横
田

英
子
方
集
団
編
集

10
号

(

93
／

9）
「

伴
勇
詩
集
・
出
版

記
念
会
及
び
偲
ぶ
会
報
告」〈

伴
勇
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル〉

冒
頭
／
寺
島
珠
雄
氏

14
号(

94
／

5）

石
村
勇
二「

詩
誌
寸

評」

交
野
が
原
35）

22
号（

95
／

9）

横
田
英
子「

詩
誌
紹

介」

交
野
が
原
38）

46
号（

99
／

9）

横
田
英
子「

寺
嶋
珠

〔

マ

マ

〕

雄
さ
ん
を
偲
ん
で」

、
永
井
ま
す
み

「

編
集
ノ
ー
ト」

50
号（

00
／

5）

記
念
号

正
岡
洋
夫

「

周
荘
の
こ
と
な
ど」（

寺
島
登
場）

日
本
現
代
詩
歌
文
学
館

※
事
務
局
だ
よ
り
参
照

同（

本）

①『

全
国
詩
人
特
選
詩
集』

第
三
巻（

83

／

7）

近
文
社
発
行

寺
島
珠
雄
、
他

粟
田
茂
な
ど
全
九
名
の
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
。

「

食
う
連
作
抄」

最
終「

日
記」

②
橋
本
照
嵩
写
真
集『

小
野
十
三
郎
の

二
日
間』

発
行：

澪
標（

99
／

11）

構
成：

倉
橋
健
一

編
集：

中
塚
鞠

子
他

寺
島
珠
雄「

或
る
日

小
野
さ
ん」

『

断
崖
の
あ
る
風
景』

か
ら
の
転
載
。

こ
れ
は《

③
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
等》

に

分
類）

追
加
情
報（

雑
誌）

①
A

－

12『

大
阪
春
秋』

第
33
号（

82

／

8）

詩「

夾
竹
桃
の
花
咲
け
ば」

寺

島
珠
雄

大
市
中
図

②
A

－

104『

彷
書
月
刊』

99
年
10
月
号

関
連：「

〈

追
悼
・
寺
島
珠
雄
さ
ん〉

帝
人
の
居
住
地」

伊
藤
信
吉鳥

取
県
図

③
A

－

76『

日
本
古
書
通
信』

99
年
11

月
号

関
連：

「
『

霊
と
肉
と』

と
長

崎
謙
二
郎
の
こ
と
ー
寺
島
珠
雄
氏
追

悼
に
か
え
て」

本
地
陽
彦

福
井
県
図

④
A

－

35『

柵』

No.
33（

89
／

9）
「

凡

常
な
る
悲
鳴

小
野
十
三
郎
詩
集『

い

ま
い
る
と
こ
ろ』

余
話」

寺
島
珠
雄

同

No.
48（

90
／

12）

書
評「

京
都
を

押
し
つ
け
な
い
京
都
人
の
詩
集『

気

を
お
び
る
物
た
ち』

」

寺
島
珠
雄

『

柵』

所
蔵
元
は「

永
瀬
清
子
資
料

室」

。
清
子
の
故
郷
で
あ
る
岡
山
県
赤

磐
市
熊
山
町
松
木
に
あ
り
市
教
育
委

員
会
の
所
轄
。
遺
族
か
ら
寄
贈
を
う

け
た
膨
大
な
図
書
雑
誌
が
厳
重
に
保

管
さ
れ
て
い
て
、
原
則
的
に
清
子
自

身
の
著
作
物
の
み
が
複
写
を
許
可
さ

れ
る
。
そ
れ
以
外
の
も
の
は
そ
れ
ぞ

れ
の
著
作
権
者
の
複
写
許
諾
書
が
必

要
で
あ
り
、
ま
た
も
や
そ
の
文
章
以

外
の
関
連
文
章
例
え
ば
寺
島
珠
雄
詩

集
の
書
評
等）

や
表
紙
・
奥
付
な
ど

も
複
写
は
不
可
と
な
る
。
寺
島
珠
雄

か
ら
の
清
子
宛
手
紙
一
通
、
年
賀
状

四
枚
も
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
だ

け
に
し
か
無
い
も
の
を
最
後
の
最
後

に
複
写
す
る
予
定
で
あ
る
。

前
号
掲
載
提
供
情
報
の『

陽』

こ
れ

は「

ヨ
ウ」

で
は
な
く
て「

ヒ」

と

読
む
。「

陽」

が
昇
る
の「

ヒ」
）

も

こ
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
欠
号
が

多
く
、
引
用
さ
れ
た
も
の
し
か
発
見

情
報
B
O
X
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寺
島
さ
ん
元
気
で
い
ま
す
か
、
と

今
も
よ
び
か
け
た
い
気
持
ち
で
す
。

寺
島
さ
ん
は
向
井
孝
さ
ん
と
と
も
に

月
報「

遊
撃」

―
が
り
版
ビ
ラ
誌
―

の
最
良
の
読
者
で
し
た
。
向
井
さ
ん

は
物
が
き
の
一
方
、
市
民
運
動
の
達

人
で
創
意
工
夫
に
満
ち
た
集
会・
デ

モ
を
展
開
し
ビ
ラ
作
り
か
ら
そ
の
ま

き
か
た
ま
で
、
ぼ
く
は
舌
を
ま
か
さ

れ
ま
し
た
。

寺
島
さ
ん
は
ぼ
く
の
な
か
で
は
ま

ず
釜
ヶ
崎
、
労
務
者
、
お
に
ぎ
り
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ら
わ
れ
て
き
ま

す
。
そ
し
て
文
人
と
い
う
呼
び
名
が

ふ
さ
わ
し
い
人
で
す
。
ま
た
多
岐
に

わ
た
る
丹
念
な
資
料
追
究
力
は
寺
島

さ
ん
の
書
く
文
章
の
は
し
は
し
に
ふ

と
か
い
ま
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詩
に
お
い
て
も
同
じ
で
す
。

「

服
部
之
總
は
一
時
期
、花
王
石
鹸

の
宣
伝
部
長
だ
っ
た
。」

週
刊
金
曜
日

八
七
一
号
―
佐
高
信
の
お
墓
紀
行
部

分と
い
う
文
を
み
た
と
き
ぼ
く
は
寺
島

さ
ん
の
花
王
石
鹸
の
詩
を
思
い
出

し
、
そ
こ
に
服
部
之
總
の
登
場
す
る

意
味
が
は
じ
め
て
と
け
た
の
で
し

た
。
そ
う
い
う
謎
め
い
た
詩
は
ほ
か

に
も
あ
っ
て
油
断
は
な
ら
ぬ
と
今
に

な
っ
て
思
わ
さ
れ
る
の
で
す
。

一
九
七
三
年
十
月
に
刊
行
さ
れ
た

『
反
政
治
詩
集』

は
寺
島
、
向
井
の
持

ち
味
な
く
て
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
傑

作
で
し
ょ
う
。
ぼ
く
に
は
き
び
し

か
っ
た
菅
原
克
己
も「

き
み
こ
の
仕

事
は
と
て
も
い
い
よ」

と
い
っ
て
い

ま
し
た
。

崩
壊
し
は
じ
め
て
い
る
い
ま
の
時

代
に
こ
の
よ
う
な
詩
集
は
ふ
た
た
び

必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
ぼ
く
は
考
え

て
い
ま
す
け
れ
ど
そ
う
い
う
詩
の
書

き
手
と
ま
と
め
役
は
い
る
で
し
ょ
う

か
。

「

岡
本
さ
ん
へ
の
詩
、
く
り
か
え
し

て
読
ん
で
、
い
ま
切
り
と
っ
て
私
が

作
っ
た
年
譜
原
稿
の
し
ま
い
に
設
け

た
追
悼
の
切
抜
集
に
貼
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
年
譜
は
三
万
五
千
字
ぐ
ら
い

の
量
で
で
き
て
い
る
の
で
す
が
、
近

く
出
る
全
詩
集
で
は
収
容
し
き
れ

ず
、
略
年
譜
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
い
つ
か
な
ん
と
か

し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

一
九
七
八
年
五
月
二
日
付
け
の
寺

島
さ
ん
か
ら
の
は
が
き
の
一
部
で

す
。
ぼ
く
が「

遊
撃」

に
か
い
た
岡

本
さ
ん
へ
の
追
悼
詩
の
あ
つ
か
い
に

ふ
れ
た
部
分
で
す
。
ぼ
く
は
手
紙
、

月
報
な
ど
の
郵
送
に
チ
ラ
シ・

包
み

紙
な
ど
を
裏
返
し
て
封
筒
に
使
っ
て

い
る
け
れ
ど
、
寺
島
さ
ん
の
そ
れ
は

本
格
的
で
郵
便
番
号
欄
も
自
分
で

作
っ
た
版
画
を
お
し
て
大
量
に
制
作

し
、
ミ
ニ
コ
ミ
を
発
行
し
て
い
る
人

た
ち
に
も
わ
け
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
ぼ
く
も
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ

て
い
た
ひ
と
り
で
す
。

岡
本
潤
や
小
野
十
三
郎
の
生
涯
と

そ
の
著
作
を
掘
り
起
こ
し
つ
づ
け
そ

の
死
ま
で
み
と
ど
け
た
寺
島
さ
ん
の

執
拗
な
熱
情
は
文
人
寺
島
珠
雄
の
真

骨
頂
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

二
〇
一
一・

一
一・

一
四

-
久
:
Y
m
寺
島
珠
雄
8
v

長
谷
川
修
児

断
片
・
寺
島
珠
雄（

2）

竹
中
労
L
三
百
円
L
(
*
稿
料
R
差
R

話
/
m

中
岡
光
次

寺
島
珠
雄
が
私
の
住
ま
い
に
上
が

り
込
む
こ
と
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た

し
玄
関
口
で
立
ち
話
を
す
る
こ
と
も

な
か
っ
た
。
履
物
を
脱
い
で
上
が
り

込
む
時
は
必
ず
何
か
大
切
な
用
件
が

あ
る
時
だ
か
ら
こ
ち
ら
も
身
構
え
る

必
要
が
あ
っ
た
。

伝
言
だ
け
で
済
む
用
事
の
場
合
は

人
が
居
よ
う
が
居
ま
い
が
、
メ
モ
を

ド
ア
ポ
ス
ト
な
ど
に
は
さ
み
込
ん
で

さ
っ
さ
と
帰
っ
て
し
ま
う
。
ご
そ
っ

と
音
が
し
て
、
ド
ァ
を
開
け
て
呼
び

止
め
て
も
背
中
を
向
け
た
ま
ま
片
手

で
あ
い
さ
つ
し
て
振
り
向
き
も
し
な
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い
。
メ
モ
は
メ
モ
で
あ
っ
て
概
略
簡

単
な
も
の
ば
か
り
で
あ
つ
た
。

今
夜
八
時
○
面
白
い
男
来
る
。
〇

○
と
は
先
号
に
書
い
た
呑
み
屋
八
兵

衛
で
あ
る
。
要
請
で
は
な
い
。
要
請

で
あ
れ
ば
上
が
り
込
ん
で
く
る
の
で

あ
る
。
来
れ
ば
良
し
、
来
ざ
る
も
自

由
と
い
う
と
こ
ろ
。

面
白
い
男
と
は
一
体
誰
で
あ
る
か

な
ど
と
考
え
な
が
ら
店
に
入
る
と
驚

い
た
。
こ
の
人
テ
レ
ビ
で
み
た
こ
と

あ
る
な
あ
、
あ
あ
竹
中
労
だ
。

中
学
生
か
ら
高
校
一
年
に
か
け
て

わ
が
家
で
み
ん
な
揃
っ
て
見
る
テ
レ

ビ
番
組
は
二
つ
あ
っ
た
。

「

て
な
も
ん

や
三
度
笠」

と
な
ぜ
か「

全
日
本
歌

謡
選
手
権」

で
あ
る
。

「

歌
謡
選
手
権」

は
鳴
か
ず
飛
ば
ず

の
プ
ロ
も
含
め
て
五
週
連
続
で
勝
ち

上
が
れ
ば
デ
ビ
ュ
ー
権
が
獲
得
で
き

る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
審
査
員
竹

中
の
ズ
バ
リ
言
い
切
る
審
査
評
を
父

が
楽
し
み
に
し
て
い
て
、
子
供
に
し

て
み
れ
ば
別
に
見
た
い
番
組
で
は
な

か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
五
木
ひ

ろ
し
が
五
木
ひ
ろ
し
で
な
く
て
少
し

変
わ
っ
た
名
前
で
出
て
い
た
が
、
途

中
の
回
か
ら
竹
中
の
姿
が
審
査
員
席

か
ら
姿
を
消
し
た
。
そ
の
時
以
降
父

に
と
っ
て「

歌
謡
選
手
権」

は
ど
う

で
も
良
い
番
組
に
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
。そ

の
時
の
話
を
直
接
聞
ぐ
こ
と
が

で
き
た
。
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
五

木
を
五
回
勝
た
せ
て
欲
し
い
、
つ
ま

り
工
作
依
頼
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う

話
を
耳
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
以
上
は

審
査
員
を
辞
め
る
し
か
な
か
っ
た
と

い
う
話
だ
っ
た
。

聞
く
話
す
る
話
ど
れ
も
面
白
い
も

の
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
一
体
な
ぜ

寺
島
が
こ
の
私
を
竹
中
労
と
の
同
席

に
誘
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
っ

た
。
竹
中
は
そ
う
遠
い
昔
で
は
な
い

時
代
に
山
谷
闘
争
に
加
わ
っ
て
い
た

こ
と
ぐ
ら
い
は
知
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
当
時
は
太
田
竜
な
ど
と
三
馬
鹿

ゲ
バ
リ
ス
タ
な
ど
と
雑
誌『

現
代
の

眼』

な
ど
で
そ
の
筋
の
世
論
を
賑
わ

し
、
そ
の
論
理
は
私
に
と
っ
て
論
外

で
あ
っ
た
し
、
そ
の
人
間
が
な
ぜ「

歌

謡
選
手
権」

の
審
査
員
で
あ
っ
た
の

か
脈
絡
の
つ
な
が
ら
な
い
不
思
議
な

存
在
で
あ
る
。
山
谷
闘
争
で
都
庁
に

乱
入
し
共
に
逮
捕
さ
れ
た
、
舩
本
洲

治
と
鈴
木
国
男
の
二
人
は
釜
ヶ
崎
で

そ
れ
ぞ
れ
立
ち
位
置
を
確
保
し
積
極

的
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
も
含
め

て
、
釜
ヶ
崎
に
お
け
る
広
範
な
情
報

提
供
可
能
者
と
し
て
私
を
竹
中
に
紹

介
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、

と
今
は
解
釈
し
て
い
る
。

『

現
代
の
眼』

に
二
人
の
話
が
移
っ

た
と
き
。
竹
中
は
寺
島
に
問
い
を
発

し
た
。

「

寺
さ
ん
、槁
料
は
い
く
ら
貰
っ
て

ん
だ
？」

寺
島
、
少
し
困
っ
た
よ
う
な
顔
を

し
て
、

「

千
二
百
円
だ
け
ど
、
そ
れ
が
ど
う

か
し
て」

竹
中
の
表
情
が
困
っ
た
よ
う
に
険

し
く
な
っ
た
。

「
お
れ
は
千
五
百
円
だ
。
そ
ん
な
こ

と
で
は
俺
の
立
場
が
な
い
。
編
集
部

と
話
を
す
る
！」

「

よ
せ
や
い
、
俺
は
か
ま
わ
な
い
、

気
に
も
し
な
い
…
…」

「

マ
マ
、
電
話
を
貸
し
て
く
れ」

竹
中
の
猛
爆
が
始
ま
っ
た
。
最
初

は
、

「

二
人
の
差
額
三
百
円
の
意
味
を

説
明
し
ろ」

で
じ
ん
わ
り
と
切
り
出

し
、

「

兄
気
分
の
寺
島
珠
雄
よ
り
三
百

円
も
高
い
稿
料
を
貰
っ
て
い
る
俺
の

立
場
を
ど
う
し
て
く
れ
る」

と
話
は

や
や
脅
迫
め
い
て
き
て
、
電
話
の
向

こ
う
で
応
対
し
て
い
る
人
物
が
小
さ

く
な
っ
て
汗
を
拭
き
拭
き
し
て
い
る

の
が
眼
に
浮
か
ん
で
し
ま
う
。

「

規
定
が
、
だ
と
。
そ
ん
な
も
の
は

変
え
れ
ば
い
い
だ
け
の
も
ん
じ
ゃ
ね

え
か」寺

島
珠
雄
は
や
は
り
困
っ
た
よ
う

な
顔
を
し
て
、
話
が
気
に
な
っ
て
仕

方
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

猛
爆
の
止
む
気
配
は
な
さ
そ
う
だ

か
ら
私
と
し
て
は「

寺
さ
ん
、
話
は

待
た
せ
て
お
い
て
呑
み
ま
し
ょ
、
呑

み
ま
し
ょ」

と
い
う
し
か
な
い
。

ど
う
や
ら
話
は
結
論
が
で
た
よ
う

で
あ
る
。

「

す
ま
な
い
、俺
と
同
じ
千
五
百
円

で
辛
抱
し
て
く
れ
な
い
か
、
そ
れ
以

上
は
ど
う
し
て
も
無
理
な
よ
う
だ」

「

お
れ
は
最
初
か
ら
何
も
言
っ
て
な

い
じ
ゃ
な
い
か」

八

八

寺
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ロ
ッ
カ
ー
の
金
属
の
ハ
コ
か
ら
逃
げ

出
す
す
べ
は
な
い
。
彼
や
彼
女
は
た

だ
た
だ
ハ
コ
の
暗
さ
と
冷
た
さ
を
感

じ
取
る
だ
け
で
は
な
い
か
。

ぼ
く
は
、
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
の
前

で「

子
殺
し
案
内」

と
題
し
た
ビ
ラ

を
ま
き
に
行
っ
た
。

や
っ
て
い
る
の
が
ひ
と
り
だ
か
ら

く
み
や
す
し
と
み
た
の
か
、
さ
っ
そ

く
曾
根
崎
警
察
か
ら
巡
査
ふ
た
り
が

来
た
。
無
断
で
ビ
ラ
を
ま
い
た
ら
イ

カ
ン
と
い
う
。
応
対
の
の
ら
り
く
ら

り
の
う
ち
、
通
り
す
が
り
の
お
ば

ち
ゃ
ん
ら
が
ビ
ラ
を
受
け
取
る
や
ナ

ン
マ
イ
ダ
ブ
や
ら
ナ
ン
ミ
ョ
ウ
ホ
ー

レ
ン
ゲ
キ
ョ
ー
や
ら
唱
え
出
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
お
経
の
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
仕
掛
け
た
段
ボ
ー

ル
箱
の
な
か
に
小
銭
を
投
げ
込
み
は

じ
め
た
、
段
ボ
ー
ル
箱
は
賽
銭
箱
に

な
っ
た
。
硬
貨
だ
け
で
な
く
お
札

も
。
こ
う
な
る
と
も
は
や
ひ
と
り
で

は
な
い
、
巡
査
退
散
、
大
阪
の
お
ば

ち
ゃ
ん
た
ち
は
天
下
無
敵
で
あ
る
、

痛
快
痛
快
。

お
も
し
ろ
い
。
け
れ
ど
、
こ
れ
は

こ
れ
で
自
分
ひ
と
り
の
判
断
で
引
き

上
げ
か
ね
る
盛
り
上
が
り
。
段
ボ
ー

ル
の
な
か
の
金
額
は
す
で
に
釜
ヶ
崎

で
の
土
方
の
い
つ
も
の
日
当
を
超

え
、
に
わ
か
偽
坊
主
？
の
ぽ
く
は
何

と
も
バ
ツ
が
悪
く
な
り
、
千
枚
用
意

し
た
ビ
ラ
が
な
く
な
っ
た
の
を
潮
に

ほ
う
ほ
う
の
て
い
で
お
開
き
に
。

帰
っ
て
こ
の
話
を
さ
っ
そ
く
寺
島

さ
ん
に
し
た
。
面
白
が
る
こ
と
面
白

が
る
こ
と
、
身
体
を
揺
す
っ
て
状
況

を
聞
き
た
が
る
。
こ
の
無
邪
気
さ
、

頭
の
柔
ら
か
さ
が
私
は
好
き
だ
っ
た

の
だ
と
今
、
し
み
じ
み
思
う
。
目
前

で
起
こ
っ
て
る
こ
と
を
逃
げ
ず
ま
っ

す
ぐ
見
つ
め
つ
づ
け
面
白
が
る
。
ぼ

く
は
寺
島
さ
ん
の
好
奇
心
と
調
べ
魔

の
原
点
を
み
た
。

し
ば
ら
く
メ
シ
が
食
え
る
ぞ
と
悪

ノ
リ
の
寺
島
さ
ん
、
文
面
を
読
み
返

し
な
が
ら「

無
縁
赤
子
追
悼」

と
の

コ
ト
バ
を
み
て「

赤
子
と
書
い
た
ら

〝
天
皇
の
赤
子
〟
。
ど
っ
ち
か
と
い
う

と」

と
や
ん
わ
り
一
言
。
天
皇
制
下

の

〝
臣
民
〟

〝
赤
子
〟

と
い
う
と
き
の

〝
赤
子
〟
、
ぼ
く
は
こ
の
日
も
ま
た
、

寺
島
さ
ん
か
ら
闘
い
の
言
葉
を
楽
し

く
学
ん
だ
の
だ
っ
た
。



前
号
の
文
章
に
対
し
て
中
岡
か
ら

「

何
で
寺
島
を
〝
さ
ん〟

付
け
に
す
る

の
か」

と
言
わ
れ
た
が
、
ぼ
く
に
は

い
ま
だ
に
寺
島
が
亡
く
な
っ
た
と
い

う
実
感
が
な
い
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
、
こ
れ
ば
か
り
は
し
か
た
な
い
。

さ
て
、
一
七
七
三
年
、
こ
の
年
の

春
は
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
へ
の
捨
て
子

と
い
う
特
異
な
事
件
が
連
続
し
た
。

二
月
の
東
京・

渋
谷
を
皮
切
り
に
三

月
に
な
っ
て
大
阪
で
も
、
さ
ら
に
各

地
で
連
続
し
て
報
じ
ら
れ
た
。
ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ
ア
に
よ
れ
ば「

こ
の
年
だ

け
で
大
都
市
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
を
中

心
に
四
三
件」

に
も
の
ぼ
っ
た
と
い

う
か
ら
た
だ
ご
と
で
は
な
い
。

と
く
に
連
続
し
た
の
が
、
梅
地
下

広
場
、
地
下
鉄
御
堂
筋
線「

梅
田」

駅
改
札
前
で
あ
ち
ら
阪
神
、
こ
ち
ら

は
阪
急
方
面
と
い
う
メ
イ
ン
広
場
の

脇
を
入
っ
た
と
こ
ろ
の
コ
イ
ン
ロ
ッ

カ
ー
だ
。
今
は
ぴ
か
ぴ
か
に
磨
き
上

げ
ら
れ
た

〝通
路
〟

に
二
、
三
十
人

の
野
宿
者
が
ひ
っ
そ
り
た
た
ず
む
こ

真
骨
頂
K
:
I
Q
-
e
:
p
/
m
.
B

前
田
年
昭

の
場
所
は
、
当
時
は
汚
れ
て
い
た
か

も
し
れ
ぬ
が
何
し
ろ
活
気
あ
ふ
れ
る

〝
広
場
〟

で
あ
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
の
丸

い
柱
に
は
夕
刊
紙
が
ベ
タ
ベ
タ
と
貼

ら
れ
、
気
勢
を
あ
げ
る
虎
フ
ァ
ン
や

ら
道
な
ら
ぬ
恋
の
逢
い
引
き
や
ら
、

猥
雑
の
な
か
で
人
び
と
の
眼
は
確
か

に
生
き
い
き
し
て
い
た
。
中
国
文
化

大
革
命
の
壁
新
聞
へ
の
ぼ
く
の
共
鳴

に
は
、
意
識
下
に
こ
の
梅
地
下
の
壁

新
聞
が
焼
け
付
い
て
た
か
ら
か
も
し

れ
ぬ
。

前
の
年
、
行
き
倒
れ
死
者
の
調
査

を
呼
び
か
け
、
誰
一
人
み
と
る
も
の

も
い
な
い
ま
ま
死
ん
で
い
く
人
び
と

を
悼
み
弔
う
た
め
に
、
ぼ
く
は
人
民

の
葬
儀
社
、
人
民
公
益
社
を
立
ち
上

げ
て
い
た
。

連
日
の
捨
て
子
事
件
に
こ
た
え
て

こ
そ
人
民
公
益
社
で
は
な
い
か
、
無

事
に
育
っ
て
大
人
に
な
っ
て
ウ
サ
ギ

小
屋
の
よ
う
な
団
地
と
い
う
ハ
コ
に

住
む
の
だ
か
ら
と
い
っ
て
も
、
産
み

落
と
さ
れ
た
赤
ん
坊
に
は
コ
イ
ン
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の
七
五
年
六
月
二
五
日
に
は
舩
本
洲

治
が
沖
縄
嘉
手
納
基
地
東
ゲ
ー
ト
前

で
ガ
ソ
リ
ン
を
か
ぶ
り
自
決
を
遂
げ

て
い
た
。
沖
縄
海
洋
博
開
催
の
た
め

皇
太
子
が
来
沖
す
る
直
前
の
こ
と
で

あ
っ
た
。〈

粉
砕〉〈

来
沖
阻
止〉

が

彼
の
死
へ
の
道
行
き
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
な
っ
た
。

立
場
上
舩
本
の
遺
体
の
確
認
、
遺

族
の
世
話
、
お
そ
ら
く
現
地
で
火
葬

せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
含
め
て
私

は
カ
ン
パ
に
託
さ
れ
て
沖
縄
に
発
っ

た
。
舩
本
の
死
に
顔
は
意
外
に
も
奇

麗
な
も
の
で
あ
っ
た
。

寺
島
の
言
う
よ
う
に
舩
本
の
死
は

竹
中
に
悪
い
病
気
を
う
つ
さ
れ
た
結

果
で
あ
る
な
ど
と
は
言
う
ま
い
。
彼

は
誇
り
高
き
革
命
家
で
あ
っ
た
。
彼

の
死
が
鈴
木
の
死
と
重.

な
り
、
よ

り
一
層
私
に
と
っ
て
重
い
も
の
と

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

鈴
木
は
竹
中
と
は
因
縁
の
深
か
っ

た
男
で
あ
る
。
舩
本
と
は
違
い
、
折

り
に
ふ
れ
そ
の
交
流
は
続
い
て
い
た

よ
う
だ
。
寺
島
の
説
明
に
よ
れ
ば
、

事
件
の
少
し
前
に
鈴
木
が
電
話
を
掛

け
て
来
て
、
こ
れ
か
ら
フ
ィ
リ
ッ
ピ

ン
に
行
く
と
い
う
竹
中
に
同
行
を
し

き
り
に
せ
が
ん
だ
の
だ
と
い
う
。
竹

中
に
し
て
み
れ
ば
、
あ
の
時
無
理
を

聞
い
て
や
っ
て
お
れ
ば
、
と
い
う
思

い
が
当
然
あ
っ
て
、
近
い
う
ち
に
ま

た
出
向
く
ら
し
く
そ
の
時
に
違
骨
を

現
地
に
埋
め
て
や
り
た
い
、
と
い
う

の
だ
っ
た
。
ま
た
、
寺
島
に
も
デ
カ

パ
ン
と
の
交
流
が
い
く
つ
か
あ
っ
て

忘
れ
が
た
い
人
物
で
は
あ
っ
た
。

寺
島
は
常
に「

大
き
さ』

を
感
じ

さ
せ
る
人
物
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時

は
友
達
の
為
に
い
じ
ら
し
く
頭
を
下

げ
て
、
等
身
大
で
普
通
の
人
間
に
し

か
見
え
な
か
っ
た
こ
と
が
か
え
っ
て

寺
島
へ
の
親
し
み
が
増
し
た
よ
う
な

気
が
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
以
上
じ
ら
す
の
は
悪
い
気
が

し
て
、
軽
く
あ
や
ま
っ
た
う
え
で
喉

仏
の
骨
を
小
割
に
し
た
ひ
と
つ
を
チ

リ
紙
に
包
ん
で
小
さ
な
タ
ッ
パ
ウ
エ

ア
に
入
れ
て
竹
中
に
託
し
た
。

労
が
会
い
た
し
と
い
う

八
時

署
名
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
こ
う

い
う
メ
モ
は
寺
島
。
場
所
は
書
い
て

な
く
て
も
八
兵
衛
。
結
局
は
出
て
来

い
と
い
う
こ
と
だ
。

話
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
竹
中
は

い
う
。
素
面
で
話
せ
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
と
答
え
る
と
、寺
島
は「

そ

れ
も
そ
う
だ」

と
う
な
ず
い
て
、
私

の
眼
の
前
に
グ
ラ
ス
を
ぽ
ん
と
置

き
、
一
升
び
ん
で
な
み
な
み
と
酒
を

注
い
だ
。

筋
書
き
が
違
う
。
こ
う
い
う
場
合

は
、
ま
ず
和
歌
山
産
の
天
然
真
鯛
の

刺
し
身
あ
た
り
と
小
鉢
物
が
出
て
き

て
、

「

お
疲
れ
さ
ん
、
ぼ
ち
ぼ
ち
い
こ

う
や
、
マ
マ
さ
ん
彼
に
熱
燗
で
つ
け

て
あ
げ
て」

と
い
う
あ
た
り
が
本
筋

で
あ
ろ
う
が
。

か
け
つ
け
三
杯
、
安
上
が
り
で

手
っ
取
り
早
い
勝
負
に
敵
は
出
て
き

た
も
ん
だ
。空
き
っ
腹
に
こ
た
え
た
。

そ
の
日
の
そ
の
店
で
の
記
憶
は
ほ
と

ん
ど
消
え
て
、
な
い
。
竹
中
は
期
待

し
た
話
は
ほ
と
ん
ど
聞
け
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
わ
か
っ
て
い
る
の
は
、

相
当
乱
れ
て
大
泣
き
し
て
み
ん
な
の

手
を
焼
か
せ
た
と
い
う
後
日
談
を
残

し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
八
兵
衛
の
お

お
か
み
は
二
人
を
叱
っ
た
と
い
う
。

い
い
大
人
が
二
人
し
て
若
い
子
を
泣

か
せ
て
何
が
面
白
い
か
と
。

し
ば
ら
く
し
て
又
竹
中
が
会
い
た

が
っ
て
い
る
か
ら
来
い
と
い
う
。

今
度
は
竹
中
か
ら
の
い
き
な
り
の

話
が
あ
っ
た
。
前
回
は
す
ま
な
か
っ

た
と
い
う
。
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い

て
、
私
に
あ
や
ま
っ
て
お
き
た
か
っ

た
の
だ
と
い
い
、
だ
か
ら
寺
さ
ん
に

た
の
ん
で
来
て
も
ら
っ
た
の
だ
と
も

言
っ
た
。
今
日
の
こ
こ
の
支
払
い
は

俺
が
持
つ
か
ら
遠
慮
な
く
呑
ん
で
く

れ
、
と
も
い
う
。

寺
島
流
に
言
え
ば「

よ
せ
や
い」

で
あ
る
。
か
え
っ
て
気
恥
ず
か
し
い

思
い
が
し
た
も
ん
だ,

聞
違
い
の
な
い
筋
道
で
う
ま
い
酒

を
呑
ん
だ
の
だ
と
思
う
。
細
か
な
記

憶
は
な
い
が
竹
中
労
も
満
足
の
い
く

話
が
私
か
ら
聞
け
た
は
ず
で
あ
る
。

豪
放
磊
落
に
見
え
る
が
実
は
繊
細

な
神
経
の
持
ち
主
で
人
の
痛
み
が
わ

か
る
人
間
。
こ
の
時
に
私
の
竹
中
労

の
人
物
観
と
評
価
は
定
ま
っ
た
。
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寺
島
は
少
し
不
機
嫌
そ
う
な
顔
を

し
て
い
た
の
で
、
一
番
年
少
の
私
と

し
て
は
、
仲
を
取
り
持
つ
こ
と
に
気

を
つ
か
う
。
寺
島
は
私
の
こ
と
を
良

く「

年
寄
り
臭
い」

と
か
ら
か
っ
た

が
、
そ
の
責
任
の
一
部
は
彼
に
も
あ

る
の
だ
。

先
号
に
西
村
修
氏
か
ら
懐
か
し
い

投
稿
を
頂
い
た
。
そ
の
中
に
、

『
旅
の

宿
り
の
長
い
町』

に「

酒
場
の
一
風

景
と
し
て
私（

N）

や
I
が
影
絵
に

な
っ
て
登
場
…」

と
い
う
部
分
が
あ

る
が
、
こ
の
時
が
私
と
西
村
氏
と
の

初
対
面
の
場
で
あ
っ
た
と
は
、
こ
こ

二
年
ほ
ど
前
に
氏
に
教
え
ら
れ
た

話
。
も
う
四
十
年
も
前
の
話
で
あ
る

「

負
け
る」

か「

勝
つ」

か
と
い
う
寺

島
対
西
村
の
論
争
で「

N
が
か
ら
み

は
じ
め
て
…
い
さ
さ
か
う
る
さ
い
が

面
白
く
も
あ
っ
た」

一
緒
に
い
た
I

が
、
一
番
若
い
の
に

(

若
い
か
ら
、

か)

し
き
り
と
調
停
を
試
み
て
く
れ

た
が
、
そ
れ
も
面
白
か
っ
た」

こ
の

一
番
若
い
I
は
当
時
岩
田
を
名
乗
っ

て
い
た
私
だ
が
、
ど
こ
に
い
て
も
一

番
若
く
呑
ま
せ
て
も
ら
う
だ
け
の
存

在
で
あ
っ
た
私
と
し
て
は
気
を
使
わ

ざ
る
を
え
ず
、
酔
い
き
れ
る
こ
と
も

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
年
寄
臭
く
も

な
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
。

し
ば
ら
く
し
て
、
寺
島
の
部
屋
で

竹
中
の
感
想
を
話
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
曰
く「

竹
中
労
は
気
持
ち
が
悪

い」

と
。

「

ど
う
い
う
こ
と
だ」

と
い

う
寺
島
に「

何
か
悪
い
病
気
を
う
つ

さ
れ
そ
う
な
気
が
す
る」

と
追
加
し

た
ら
寺
島
は
こ
ろ
こ
ん
で
喜
ん
だ
の

で
あ
っ
た
。

「

言
っ
て
や
る
、必
ず
伝
え
て
や
る

か
ら
。
あ
い
つ
そ
う
い
う
の
が
一
番

好
き
な
や
つ
な
ん
だ
。
喜
ぶ
ぞ
あ
い

つ
。」「

だ
け
ど
気
を
付
け
た
方
が
い

い
。
あ
い
つ
に
悪
い
病
気
を
う
つ
さ

れ
て
死
ん
だ
や
つ
も
い
る
か
ら
な

あ」「

次
は
指
名
が
か
か
る
ぞ
。
だ
け

ど
危
な
い
と
思
っ
た
ら
遠
慮
な
く
俺

に
言
っ
て
く
れ
、
必
ず
助
け
て
や
る

か
ら」な

る
ほ
ど
そ
の
後
竹
中
か
ら
ご
指

名
が
か
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
想
像
も

で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
だ
っ
た
。

そ
し
て
そ
ん
な
私
は
寺
島
と
竹
中

の
二
入
組
に
完
壁
に
酔
い
潰
さ
れ
る

こ
と
に
も
な
っ
た
。

あ
る
時
寺
島
は「

お
ー
い
、
居
る

か」

と
上
が
り
込
ん
で
来
た
。
こ
う

い
う
時
は
頼
み
事
が
あ
る
時
だ
。

「

居

る
か
ら
上
が
り
込
ん
で
来
た
ん
だ
ろ

う」

と
難
癖
つ
け
て
み
た
い
ほ
ど
そ

の
時
は
、
い
や
し
ば
ら
く
ず
っ
と
重

い
気
分
に
沈
ん
で
い
た
。

「

竹
中
か
ら
連
絡
が
あ
っ
て
デ
カ

パ
ン
の
骨
を
分
け
て
も
ら
っ
て
く
れ

と
言
う
ん
だ
、
あ
、
る
、
ん
、
だ
ろ」

竹
中
も
お
れ
も
君
な
ら
立
場
上
骨

を
持
ち
か
え
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
ふ

ん
だ
か
ら
頼
み
に
来
た
、
と
い
う
。

な
る
ほ
ど
私
は
釜
ヶ
崎
の
救
援
対
策

を
統
括
し
て
い
た
。
彼
の
遺
体
の
引

き
取
り
、
検
案
は
立
場
上
の
仕
事
だ

ろ
う
。
し
か
し
骨
を
お
母
さ
ん
か
ら

貰
っ
た
の
は
個
人
と
し
て
の
思
い
か

ら
で
あ
っ
て
、
釜
ヶ
崎
と
山
谷
の
そ

れ
ぞ
れ
の
公
園
に
で
も
埋
め
て
や
り

た
い
と
考
え
た
か
ら
の
こ
と
で
あ

る
。寺

島
が
し
お
ら
し
く
私
に
頼
み
込

ん
で
く
る
そ
の
姿
が
面
白
く
て
、
じ

ら
し
て
や
る
こ
と
に
し
た
。

「

確
か
に

こ
こ
に
あ
る
け
ど
、
量
も
少
な
い
し

竹
中
さ
ん
だ
と
い
う
こ
と
だ
け
で
で

渡
す
わ
け
に
は
い
か
ん
で
す
よ」

デ
カ
パ
ン
こ
と
前
記
し
た
鈴
木
国

男
は
七
六
年
二
月
一
五
日
、
大
阪
拘

置
所
保
護
房
で
殺
さ
れ
た
。
正
確
な

言
い
方
を
す
る
の
な
ら
ば
、
鈴
木
は

圧
倒
的
な
力
が
加
え
ら
れ
た
痕
跡
が

無
数
に
残
る
体
で
、
自
殺
で
は
な
い

死
に
方
を
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
お

ま
け
に
、
司
法
解
剖
と
し
て
内
蔵
す

べ
て
が
摘
出
さ
れ
た
空
っ
ぽ
の
体
で

返
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
喉
か

ら
下
腹
部
ま
で
切
り
裂
か
れ
、
荒
縄

の
よ
う
な
も
の
で
乱
暴
に
縫
合
さ
れ

た
体
。
脳
も
摘
出
さ
れ
、
お
椀
状
に

切
り
取
ら
れ
た
頭
蓋
骨
の
痕
跡
を
示

す
全
周
縫
合
と
い
う
頭
部
の
姿
。
も

は
や
虐
殺
と
い
う
言
葉
で
し
か
形
容

で
き
な
い
死
体
の
姿
で
あ
っ
た
。

こ
う
い
う
死
の
現
実
を
前
に
し
て

何
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
何
を
為
す

べ
き
な
の
か
考
え
る
こ
と
は
重
苦
し

い
こ
と
だ
っ
た
。

鈴
木
の
死
は
竹
中
に
と
っ
て
二
人

目
の
も
の
で
あ
っ
た
。
八
か
月
程
前
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の
七
五
年
六
月
二
五
日
に
は
舩
本
洲

治
が
沖
縄
嘉
手
納
基
地
東
ゲ
ー
ト
前

で
ガ
ソ
リ
ン
を
か
ぶ
り
自
決
を
遂
げ

て
い
た
。
沖
縄
海
洋
博
開
催
の
た
め

皇
太
子
が
来
沖
す
る
直
前
の
こ
と
で

あ
っ
た
。〈
粉
砕〉〈

来
沖
阻
止〉

が

彼
の
死
へ
の
道
行
き
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
な
っ
た
。

立
場
上
舩
本
の
遺
体
の
確
認
、
遺

族
の
世
話
、
お
そ
ら
く
現
地
で
火
葬

せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
含
め
て
私

は
カ
ン
パ
に
託
さ
れ
て
沖
縄
に
発
っ

た
。
舩
本
の
死
に
顔
は
意
外
に
も
奇

麗
な
も
の
で
あ
っ
た
。

寺
島
の
言
う
よ
う
に
舩
本
の
死
は

竹
中
に
悪
い
病
気
を
う
つ
さ
れ
た
結

果
で
あ
る
な
ど
と
は
言
う
ま
い
。
彼

は
誇
り
高
き
革
命
家
で
あ
っ
た
。
彼

の
死
が
鈴
木
の
死
と
重.

な
り
、
よ

り
一
層
私
に
と
っ
て
重
い
も
の
と

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

鈴
木
は
竹
中
と
は
因
縁
の
深
か
っ

た
男
で
あ
る
。
舩
本
と
は
違
い
、
折

り
に
ふ
れ
そ
の
交
流
は
続
い
て
い
た

よ
う
だ
。
寺
島
の
説
明
に
よ
れ
ば
、

事
件
の
少
し
前
に
鈴
木
が
電
話
を
掛

け
て
来
て
、
こ
れ
か
ら
フ
ィ
リ
ッ
ピ

ン
に
行
く
と
い
う
竹
中
に
同
行
を
し

き
り
に
せ
が
ん
だ
の
だ
と
い
う
。
竹

中
に
し
て
み
れ
ば
、
あ
の
時
無
理
を

聞
い
て
や
っ
て
お
れ
ば
、
と
い
う
思

い
が
当
然
あ
っ
て
、
近
い
う
ち
に
ま

た
出
向
く
ら
し
く
そ
の
時
に
違
骨
を

現
地
に
埋
め
て
や
り
た
い
、
と
い
う

の
だ
っ
た
。
ま
た
、
寺
島
に
も
デ
カ

パ
ン
と
の
交
流
が
い
く
つ
か
あ
っ
て

忘
れ
が
た
い
人
物
で
は
あ
っ
た
。

寺
島
は
常
に「

大
き
さ』

を
感
じ

さ
せ
る
人
物
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時

は
友
達
の
為
に
い
じ
ら
し
く
頭
を
下

げ
て
、
等
身
大
で
普
通
の
人
間
に
し

か
見
え
な
か
っ
た
こ
と
が
か
え
っ
て

寺
島
へ
の
親
し
み
が
増
し
た
よ
う
な

気
が
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
以
上
じ
ら
す
の
は
悪
い
気
が

し
て
、
軽
く
あ
や
ま
っ
た
う
え
で
喉

仏
の
骨
を
小
割
に
し
た
ひ
と
つ
を
チ

リ
紙
に
包
ん
で
小
さ
な
タ
ッ
パ
ウ
エ

ア
に
入
れ
て
竹
中
に
託
し
た
。

労
が
会
い
た
し
と
い
う

八
時

署
名
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
こ
う

い
う
メ
モ
は
寺
島
。
場
所
は
書
い
て

な
く
て
も
八
兵
衛
。
結
局
は
出
て
来

い
と
い
う
こ
と
だ
。

話
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
竹
中
は

い
う
。
素
面
で
話
せ
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
と
答
え
る
と
、寺
島
は「

そ

れ
も
そ
う
だ」

と
う
な
ず
い
て
、
私

の
眼
の
前
に
グ
ラ
ス
を
ぽ
ん
と
置

き
、
一
升
び
ん
で
な
み
な
み
と
酒
を

注
い
だ
。

筋
書
き
が
違
う
。
こ
う
い
う
場
合

は
、
ま
ず
和
歌
山
産
の
天
然
真
鯛
の

刺
し
身
あ
た
り
と
小
鉢
物
が
出
て
き

て
、

「

お
疲
れ
さ
ん
、
ぼ
ち
ぼ
ち
い
こ

う
や
、
マ
マ
さ
ん
彼
に
熱
燗
で
つ
け

て
あ
げ
て」

と
い
う
あ
た
り
が
本
筋

で
あ
ろ
う
が
。

か
け
つ
け
三
杯
、
安
上
が
り
で

手
っ
取
り
早
い
勝
負
に
敵
は
出
て
き

た
も
ん
だ
。空
き
っ
腹
に
こ
た
え
た
。

そ
の
日
の
そ
の
店
で
の
記
憶
は
ほ
と

ん
ど
消
え
て
、
な
い
。
竹
中
は
期
待

し
た
話
は
ほ
と
ん
ど
聞
け
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
わ
か
っ
て
い
る
の
は
、

相
当
乱
れ
て
大
泣
き
し
て
み
ん
な
の

手
を
焼
か
せ
た
と
い
う
後
日
談
を
残

し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
八
兵
衛
の
お

お
か
み
は
二
人
を
叱
っ
た
と
い
う
。

い
い
大
人
が
二
人
し
て
若
い
子
を
泣

か
せ
て
何
が
面
白
い
か
と
。

し
ば
ら
く
し
て
又
竹
中
が
会
い
た

が
っ
て
い
る
か
ら
来
い
と
い
う
。

今
度
は
竹
中
か
ら
の
い
き
な
り
の

話
が
あ
っ
た
。
前
回
は
す
ま
な
か
っ

た
と
い
う
。
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い

て
、
私
に
あ
や
ま
っ
て
お
き
た
か
っ

た
の
だ
と
い
い
、
だ
か
ら
寺
さ
ん
に

た
の
ん
で
来
て
も
ら
っ
た
の
だ
と
も

言
っ
た
。
今
日
の
こ
こ
の
支
払
い
は

俺
が
持
つ
か
ら
遠
慮
な
く
呑
ん
で
く

れ
、
と
も
い
う
。

寺
島
流
に
言
え
ば「

よ
せ
や
い」

で
あ
る
。
か
え
っ
て
気
恥
ず
か
し
い

思
い
が
し
た
も
ん
だ,

聞
違
い
の
な
い
筋
道
で
う
ま
い
酒

を
呑
ん
だ
の
だ
と
思
う
。
細
か
な
記

憶
は
な
い
が
竹
中
労
も
満
足
の
い
く

話
が
私
か
ら
聞
け
た
は
ず
で
あ
る
。

豪
放
磊
落
に
見
え
る
が
実
は
繊
細

な
神
経
の
持
ち
主
で
人
の
痛
み
が
わ

か
る
人
間
。
こ
の
時
に
私
の
竹
中
労

の
人
物
観
と
評
価
は
定
ま
っ
た
。
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寺
島
は
少
し
不
機
嫌
そ
う
な
顔
を

し
て
い
た
の
で
、
一
番
年
少
の
私
と

し
て
は
、
仲
を
取
り
持
つ
こ
と
に
気

を
つ
か
う
。
寺
島
は
私
の
こ
と
を
良

く「

年
寄
り
臭
い」

と
か
ら
か
っ
た

が
、
そ
の
責
任
の
一
部
は
彼
に
も
あ

る
の
だ
。

先
号
に
西
村
修
氏
か
ら
懐
か
し
い

投
稿
を
頂
い
た
。
そ
の
中
に
、

『

旅
の

宿
り
の
長
い
町』

に「

酒
場
の
一
風

景
と
し
て
私（

N）

や
I
が
影
絵
に

な
っ
て
登
場
…」

と
い
う
部
分
が
あ

る
が
、
こ
の
時
が
私
と
西
村
氏
と
の

初
対
面
の
場
で
あ
っ
た
と
は
、
こ
こ

二
年
ほ
ど
前
に
氏
に
教
え
ら
れ
た

話
。
も
う
四
十
年
も
前
の
話
で
あ
る

「

負
け
る」

か「

勝
つ」

か
と
い
う
寺

島
対
西
村
の
論
争
で「

N
が
か
ら
み

は
じ
め
て
…
い
さ
さ
か
う
る
さ
い
が

面
白
く
も
あ
っ
た」

一
緒
に
い
た
I

が
、
一
番
若
い
の
に

(

若
い
か
ら
、

か)

し
き
り
と
調
停
を
試
み
て
く
れ

た
が
、
そ
れ
も
面
白
か
っ
た」

こ
の

一
番
若
い
I
は
当
時
岩
田
を
名
乗
っ

て
い
た
私
だ
が
、
ど
こ
に
い
て
も
一

番
若
く
呑
ま
せ
て
も
ら
う
だ
け
の
存

在
で
あ
っ
た
私
と
し
て
は
気
を
使
わ

ざ
る
を
え
ず
、
酔
い
き
れ
る
こ
と
も

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
年
寄
臭
く
も

な
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
。

し
ば
ら
く
し
て
、
寺
島
の
部
屋
で

竹
中
の
感
想
を
話
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
曰
く「

竹
中
労
は
気
持
ち
が
悪

い」

と
。

「

ど
う
い
う
こ
と
だ」

と
い

う
寺
島
に「

何
か
悪
い
病
気
を
う
つ

さ
れ
そ
う
な
気
が
す
る」

と
追
加
し

た
ら
寺
島
は
こ
ろ
こ
ん
で
喜
ん
だ
の

で
あ
っ
た
。

「

言
っ
て
や
る
、必
ず
伝
え
て
や
る

か
ら
。
あ
い
つ
そ
う
い
う
の
が
一
番

好
き
な
や
つ
な
ん
だ
。
喜
ぶ
ぞ
あ
い

つ
。」「

だ
け
ど
気
を
付
け
た
方
が
い

い
。
あ
い
つ
に
悪
い
病
気
を
う
つ
さ

れ
て
死
ん
だ
や
つ
も
い
る
か
ら
な

あ」「

次
は
指
名
が
か
か
る
ぞ
。
だ
け

ど
危
な
い
と
思
っ
た
ら
遠
慮
な
く
俺

に
言
っ
て
く
れ
、
必
ず
助
け
て
や
る

か
ら」な

る
ほ
ど
そ
の
後
竹
中
か
ら
ご
指

名
が
か
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
想
像
も

で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
だ
っ
た
。

そ
し
て
そ
ん
な
私
は
寺
島
と
竹
中

の
二
入
組
に
完
壁
に
酔
い
潰
さ
れ
る

こ
と
に
も
な
っ
た
。

あ
る
時
寺
島
は「

お
ー
い
、
居
る

か」

と
上
が
り
込
ん
で
来
た
。
こ
う

い
う
時
は
頼
み
事
が
あ
る
時
だ
。

「

居

る
か
ら
上
が
り
込
ん
で
来
た
ん
だ
ろ

う」

と
難
癖
つ
け
て
み
た
い
ほ
ど
そ

の
時
は
、
い
や
し
ば
ら
く
ず
っ
と
重

い
気
分
に
沈
ん
で
い
た
。

「

竹
中
か
ら
連
絡
が
あ
っ
て
デ
カ

パ
ン
の
骨
を
分
け
て
も
ら
っ
て
く
れ

と
言
う
ん
だ
、
あ
、
る
、
ん
、
だ
ろ」

竹
中
も
お
れ
も
君
な
ら
立
場
上
骨

を
持
ち
か
え
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
ふ

ん
だ
か
ら
頼
み
に
来
た
、
と
い
う
。

な
る
ほ
ど
私
は
釜
ヶ
崎
の
救
援
対
策

を
統
括
し
て
い
た
。
彼
の
遺
体
の
引

き
取
り
、
検
案
は
立
場
上
の
仕
事
だ

ろ
う
。
し
か
し
骨
を
お
母
さ
ん
か
ら

貰
っ
た
の
は
個
人
と
し
て
の
思
い
か

ら
で
あ
っ
て
、
釜
ヶ
崎
と
山
谷
の
そ

れ
ぞ
れ
の
公
園
に
で
も
埋
め
て
や
り

た
い
と
考
え
た
か
ら
の
こ
と
で
あ

る
。寺

島
が
し
お
ら
し
く
私
に
頼
み
込

ん
で
く
る
そ
の
姿
が
面
白
く
て
、
じ

ら
し
て
や
る
こ
と
に
し
た
。

「

確
か
に

こ
こ
に
あ
る
け
ど
、
量
も
少
な
い
し

竹
中
さ
ん
だ
と
い
う
こ
と
だ
け
で
で

渡
す
わ
け
に
は
い
か
ん
で
す
よ」

デ
カ
パ
ン
こ
と
前
記
し
た
鈴
木
国

男
は
七
六
年
二
月
一
五
日
、
大
阪
拘

置
所
保
護
房
で
殺
さ
れ
た
。
正
確
な

言
い
方
を
す
る
の
な
ら
ば
、
鈴
木
は

圧
倒
的
な
力
が
加
え
ら
れ
た
痕
跡
が

無
数
に
残
る
体
で
、
自
殺
で
は
な
い

死
に
方
を
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
お

ま
け
に
、
司
法
解
剖
と
し
て
内
蔵
す

べ
て
が
摘
出
さ
れ
た
空
っ
ぽ
の
体
で

返
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
喉
か

ら
下
腹
部
ま
で
切
り
裂
か
れ
、
荒
縄

の
よ
う
な
も
の
で
乱
暴
に
縫
合
さ
れ

た
体
。
脳
も
摘
出
さ
れ
、
お
椀
状
に

切
り
取
ら
れ
た
頭
蓋
骨
の
痕
跡
を
示

す
全
周
縫
合
と
い
う
頭
部
の
姿
。
も

は
や
虐
殺
と
い
う
言
葉
で
し
か
形
容

で
き
な
い
死
体
の
姿
で
あ
っ
た
。

こ
う
い
う
死
の
現
実
を
前
に
し
て

何
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
何
を
為
す

べ
き
な
の
か
考
え
る
こ
と
は
重
苦
し

い
こ
と
だ
っ
た
。

鈴
木
の
死
は
竹
中
に
と
っ
て
二
人

目
の
も
の
で
あ
っ
た
。
八
か
月
程
前
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い
。
メ
モ
は
メ
モ
で
あ
っ
て
概
略
簡

単
な
も
の
ば
か
り
で
あ
つ
た
。

今
夜
八
時
○
面
白
い
男
来
る
。
〇

○
と
は
先
号
に
書
い
た
呑
み
屋
八
兵

衛
で
あ
る
。
要
請
で
は
な
い
。
要
請

で
あ
れ
ば
上
が
り
込
ん
で
く
る
の
で

あ
る
。
来
れ
ば
良
し
、
来
ざ
る
も
自

由
と
い
う
と
こ
ろ
。

面
白
い
男
と
は
一
体
誰
で
あ
る
か

な
ど
と
考
え
な
が
ら
店
に
入
る
と
驚

い
た
。
こ
の
人
テ
レ
ビ
で
み
た
こ
と

あ
る
な
あ
、
あ
あ
竹
中
労
だ
。

中
学
生
か
ら
高
校
一
年
に
か
け
て

わ
が
家
で
み
ん
な
揃
っ
て
見
る
テ
レ

ビ
番
組
は
二
つ
あ
っ
た
。

「

て
な
も
ん

や
三
度
笠」

と
な
ぜ
か「

全
日
本
歌

謡
選
手
権」

で
あ
る
。

「

歌
謡
選
手
権」

は
鳴
か
ず
飛
ば
ず

の
プ
ロ
も
含
め
て
五
週
連
続
で
勝
ち

上
が
れ
ば
デ
ビ
ュ
ー
権
が
獲
得
で
き

る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
審
査
員
竹

中
の
ズ
バ
リ
言
い
切
る
審
査
評
を
父

が
楽
し
み
に
し
て
い
て
、
子
供
に
し

て
み
れ
ば
別
に
見
た
い
番
組
で
は
な

か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
五
木
ひ

ろ
し
が
五
木
ひ
ろ
し
で
な
く
て
少
し

変
わ
っ
た
名
前
で
出
て
い
た
が
、
途

中
の
回
か
ら
竹
中
の
姿
が
審
査
員
席

か
ら
姿
を
消
し
た
。
そ
の
時
以
降
父

に
と
っ
て「

歌
謡
選
手
権」

は
ど
う

で
も
良
い
番
組
に
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
。そ

の
時
の
話
を
直
接
聞
ぐ
こ
と
が

で
き
た
。
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
五

木
を
五
回
勝
た
せ
て
欲
し
い
、
つ
ま

り
工
作
依
頼
が
あ
っ
て
、
そ
う
い
う

話
を
耳
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
以
上
は

審
査
員
を
辞
め
る
し
か
な
か
っ
た
と

い
う
話
だ
っ
た
。

聞
く
話
す
る
話
ど
れ
も
面
白
い
も

の
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
一
体
な
ぜ

寺
島
が
こ
の
私
を
竹
中
労
と
の
同
席

に
誘
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
っ

た
。
竹
中
は
そ
う
遠
い
昔
で
は
な
い

時
代
に
山
谷
闘
争
に
加
わ
っ
て
い
た

こ
と
ぐ
ら
い
は
知
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
当
時
は
太
田
竜
な
ど
と
三
馬
鹿

ゲ
バ
リ
ス
タ
な
ど
と
雑
誌『

現
代
の

眼』

な
ど
で
そ
の
筋
の
世
論
を
賑
わ

し
、
そ
の
論
理
は
私
に
と
っ
て
論
外

で
あ
っ
た
し
、
そ
の
人
間
が
な
ぜ「

歌

謡
選
手
権」

の
審
査
員
で
あ
っ
た
の

か
脈
絡
の
つ
な
が
ら
な
い
不
思
議
な

存
在
で
あ
る
。
山
谷
闘
争
で
都
庁
に

乱
入
し
共
に
逮
捕
さ
れ
た
、
舩
本
洲

治
と
鈴
木
国
男
の
二
人
は
釜
ヶ
崎
で

そ
れ
ぞ
れ
立
ち
位
置
を
確
保
し
積
極

的
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
も
含
め

て
、
釜
ヶ
崎
に
お
け
る
広
範
な
情
報

提
供
可
能
者
と
し
て
私
を
竹
中
に
紹

介
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、

と
今
は
解
釈
し
て
い
る
。

『

現
代
の
眼』

に
二
人
の
話
が
移
っ

た
と
き
。
竹
中
は
寺
島
に
問
い
を
発

し
た
。

「

寺
さ
ん
、槁
料
は
い
く
ら
貰
っ
て

ん
だ
？」

寺
島
、
少
し
困
っ
た
よ
う
な
顔
を

し
て
、

「

千
二
百
円
だ
け
ど
、
そ
れ
が
ど
う

か
し
て」

竹
中
の
表
情
が
困
っ
た
よ
う
に
険

し
く
な
っ
た
。

「

お
れ
は
千
五
百
円
だ
。
そ
ん
な
こ

と
で
は
俺
の
立
場
が
な
い
。
編
集
部

と
話
を
す
る
！」

「

よ
せ
や
い
、
俺
は
か
ま
わ
な
い
、

気
に
も
し
な
い
…
…」

「

マ
マ
、
電
話
を
貸
し
て
く
れ」

竹
中
の
猛
爆
が
始
ま
っ
た
。
最
初

は
、

「
二
人
の
差
額
三
百
円
の
意
味
を

説
明
し
ろ」

で
じ
ん
わ
り
と
切
り
出

し
、

「

兄
気
分
の
寺
島
珠
雄
よ
り
三
百

円
も
高
い
稿
料
を
貰
っ
て
い
る
俺
の

立
場
を
ど
う
し
て
く
れ
る」

と
話
は

や
や
脅
迫
め
い
て
き
て
、
電
話
の
向

こ
う
で
応
対
し
て
い
る
人
物
が
小
さ

く
な
っ
て
汗
を
拭
き
拭
き
し
て
い
る

の
が
眼
に
浮
か
ん
で
し
ま
う
。

「

規
定
が
、
だ
と
。
そ
ん
な
も
の
は

変
え
れ
ば
い
い
だ
け
の
も
ん
じ
ゃ
ね

え
か」寺

島
珠
雄
は
や
は
り
困
っ
た
よ
う

な
顔
を
し
て
、
話
が
気
に
な
っ
て
仕

方
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

猛
爆
の
止
む
気
配
は
な
さ
そ
う
だ

か
ら
私
と
し
て
は「

寺
さ
ん
、
話
は

待
た
せ
て
お
い
て
呑
み
ま
し
ょ
、
呑

み
ま
し
ょ」

と
い
う
し
か
な
い
。

ど
う
や
ら
話
は
結
論
が
で
た
よ
う

で
あ
る
。

「

す
ま
な
い
、俺
と
同
じ
千
五
百
円

で
辛
抱
し
て
く
れ
な
い
か
、
そ
れ
以

上
は
ど
う
し
て
も
無
理
な
よ
う
だ」

「

お
れ
は
最
初
か
ら
何
も
言
っ
て
な

い
じ
ゃ
な
い
か」

八

八

寺
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ロ
ッ
カ
ー
の
金
属
の
ハ
コ
か
ら
逃
げ

出
す
す
べ
は
な
い
。
彼
や
彼
女
は
た

だ
た
だ
ハ
コ
の
暗
さ
と
冷
た
さ
を
感

じ
取
る
だ
け
で
は
な
い
か
。

ぼ
く
は
、
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
の
前

で「

子
殺
し
案
内」

と
題
し
た
ビ
ラ

を
ま
き
に
行
っ
た
。

や
っ
て
い
る
の
が
ひ
と
り
だ
か
ら

く
み
や
す
し
と
み
た
の
か
、
さ
っ
そ

く
曾
根
崎
警
察
か
ら
巡
査
ふ
た
り
が

来
た
。
無
断
で
ビ
ラ
を
ま
い
た
ら
イ

カ
ン
と
い
う
。
応
対
の
の
ら
り
く
ら

り
の
う
ち
、
通
り
す
が
り
の
お
ば

ち
ゃ
ん
ら
が
ビ
ラ
を
受
け
取
る
や
ナ

ン
マ
イ
ダ
ブ
や
ら
ナ
ン
ミ
ョ
ウ
ホ
ー

レ
ン
ゲ
キ
ョ
ー
や
ら
唱
え
出
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
お
経
の
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
仕
掛
け
た
段
ボ
ー

ル
箱
の
な
か
に
小
銭
を
投
げ
込
み
は

じ
め
た
、
段
ボ
ー
ル
箱
は
賽
銭
箱
に

な
っ
た
。
硬
貨
だ
け
で
な
く
お
札

も
。
こ
う
な
る
と
も
は
や
ひ
と
り
で

は
な
い
、
巡
査
退
散
、
大
阪
の
お
ば

ち
ゃ
ん
た
ち
は
天
下
無
敵
で
あ
る
、

痛
快
痛
快
。

お
も
し
ろ
い
。
け
れ
ど
、
こ
れ
は

こ
れ
で
自
分
ひ
と
り
の
判
断
で
引
き

上
げ
か
ね
る
盛
り
上
が
り
。
段
ボ
ー

ル
の
な
か
の
金
額
は
す
で
に
釜
ヶ
崎

で
の
土
方
の
い
つ
も
の
日
当
を
超

え
、
に
わ
か
偽
坊
主
？
の
ぽ
く
は
何

と
も
バ
ツ
が
悪
く
な
り
、
千
枚
用
意

し
た
ビ
ラ
が
な
く
な
っ
た
の
を
潮
に

ほ
う
ほ
う
の
て
い
で
お
開
き
に
。

帰
っ
て
こ
の
話
を
さ
っ
そ
く
寺
島

さ
ん
に
し
た
。
面
白
が
る
こ
と
面
白

が
る
こ
と
、
身
体
を
揺
す
っ
て
状
況

を
聞
き
た
が
る
。
こ
の
無
邪
気
さ
、

頭
の
柔
ら
か
さ
が
私
は
好
き
だ
っ
た

の
だ
と
今
、
し
み
じ
み
思
う
。
目
前

で
起
こ
っ
て
る
こ
と
を
逃
げ
ず
ま
っ

す
ぐ
見
つ
め
つ
づ
け
面
白
が
る
。
ぼ

く
は
寺
島
さ
ん
の
好
奇
心
と
調
べ
魔

の
原
点
を
み
た
。

し
ば
ら
く
メ
シ
が
食
え
る
ぞ
と
悪

ノ
リ
の
寺
島
さ
ん
、
文
面
を
読
み
返

し
な
が
ら「

無
縁
赤
子
追
悼」

と
の

コ
ト
バ
を
み
て「

赤
子
と
書
い
た
ら

〝
天
皇
の
赤
子
〟
。
ど
っ
ち
か
と
い
う

と」

と
や
ん
わ
り
一
言
。
天
皇
制
下

の

〝
臣
民
〟

〝
赤
子
〟

と
い
う
と
き
の

〝
赤
子
〟
、
ぼ
く
は
こ
の
日
も
ま
た
、

寺
島
さ
ん
か
ら
闘
い
の
言
葉
を
楽
し

く
学
ん
だ
の
だ
っ
た
。



前
号
の
文
章
に
対
し
て
中
岡
か
ら

「

何
で
寺
島
を
〝
さ
ん〟

付
け
に
す
る

の
か」

と
言
わ
れ
た
が
、
ぼ
く
に
は

い
ま
だ
に
寺
島
が
亡
く
な
っ
た
と
い

う
実
感
が
な
い
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
、
こ
れ
ば
か
り
は
し
か
た
な
い
。

さ
て
、
一
七
七
三
年
、
こ
の
年
の

春
は
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
へ
の
捨
て
子

と
い
う
特
異
な
事
件
が
連
続
し
た
。

二
月
の
東
京・

渋
谷
を
皮
切
り
に
三

月
に
な
っ
て
大
阪
で
も
、
さ
ら
に
各

地
で
連
続
し
て
報
じ
ら
れ
た
。
ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ
ア
に
よ
れ
ば「

こ
の
年
だ

け
で
大
都
市
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
を
中

心
に
四
三
件」

に
も
の
ぼ
っ
た
と
い

う
か
ら
た
だ
ご
と
で
は
な
い
。

と
く
に
連
続
し
た
の
が
、
梅
地
下

広
場
、
地
下
鉄
御
堂
筋
線「

梅
田」

駅
改
札
前
で
あ
ち
ら
阪
神
、
こ
ち
ら

は
阪
急
方
面
と
い
う
メ
イ
ン
広
場
の

脇
を
入
っ
た
と
こ
ろ
の
コ
イ
ン
ロ
ッ

カ
ー
だ
。
今
は
ぴ
か
ぴ
か
に
磨
き
上

げ
ら
れ
た

〝通
路
〟

に
二
、
三
十
人

の
野
宿
者
が
ひ
っ
そ
り
た
た
ず
む
こ

真
骨
頂
K
:
I
Q
-
e
:
p
/
m
.
B

前
田
年
昭

の
場
所
は
、
当
時
は
汚
れ
て
い
た
か

も
し
れ
ぬ
が
何
し
ろ
活
気
あ
ふ
れ
る

〝
広
場
〟

で
あ
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
の
丸

い
柱
に
は
夕
刊
紙
が
ベ
タ
ベ
タ
と
貼

ら
れ
、
気
勢
を
あ
げ
る
虎
フ
ァ
ン
や

ら
道
な
ら
ぬ
恋
の
逢
い
引
き
や
ら
、

猥
雑
の
な
か
で
人
び
と
の
眼
は
確
か

に
生
き
い
き
し
て
い
た
。
中
国
文
化

大
革
命
の
壁
新
聞
へ
の
ぼ
く
の
共
鳴

に
は
、
意
識
下
に
こ
の
梅
地
下
の
壁

新
聞
が
焼
け
付
い
て
た
か
ら
か
も
し

れ
ぬ
。

前
の
年
、
行
き
倒
れ
死
者
の
調
査

を
呼
び
か
け
、
誰
一
人
み
と
る
も
の

も
い
な
い
ま
ま
死
ん
で
い
く
人
び
と

を
悼
み
弔
う
た
め
に
、
ぼ
く
は
人
民

の
葬
儀
社
、
人
民
公
益
社
を
立
ち
上

げ
て
い
た
。

連
日
の
捨
て
子
事
件
に
こ
た
え
て

こ
そ
人
民
公
益
社
で
は
な
い
か
、
無

事
に
育
っ
て
大
人
に
な
っ
て
ウ
サ
ギ

小
屋
の
よ
う
な
団
地
と
い
う
ハ
コ
に

住
む
の
だ
か
ら
と
い
っ
て
も
、
産
み

落
と
さ
れ
た
赤
ん
坊
に
は
コ
イ
ン
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未
登
録
の
新
情
報（

雑
誌）

関
連
記
事

①『
群
像』

昭
和
26
年
6
巻
6
号
大
木

静
雄「
本
と
兄
弟」

国
立
国
会
図
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ッ
シ
ュ

Y
A5

-1
12

0

②『

初
期
社
会
主
義
研
究』

13
号
書
評

「

独
自
の
叙
述
に
よ
っ
て
ア
ナ
・
ダ
ダ

の
時
代
を
現
出

－

寺
島
珠
雄
著『

南

天
堂

－

松
岡
虎
王
麿
の
大
正
・
昭
和」

大
和
田
茂

大
市
中
図

③『

ち
く
ま』

34
5

号（

99
／

12）
「

南

天
堂
漂
流

（7）
寺
島
珠
雄
さ
ん
の
こ

と
ー
松
岡
虎
王
麿
の『

南
天
堂』」

森

ま
ゆ
み

岡
県
図

④『
「

日
本
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
人
名
事

典」

編
集
委
ニ
ュ
ー
ス』

寄
贈
情
報
欄
参
照

個
人
他

⑤『
R
IV

IE
RE

』
（

リ
ビ
エ
ー
ル
・
川
、

流
れ）

発
行
所
・
堺
市
桃
山
台
横
田

英
子
方
集
団
編
集

10
号

(

93
／

9）
「

伴
勇
詩
集
・
出
版

記
念
会
及
び
偲
ぶ
会
報
告」〈

伴
勇
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル〉

冒
頭
／
寺
島
珠
雄
氏

14
号(

94
／

5）

石
村
勇
二「

詩
誌
寸

評」

交
野
が
原
35）

22
号（

95
／

9）

横
田
英
子「

詩
誌
紹

介」

交
野
が
原
38）

46
号（

99
／

9）

横
田
英
子「

寺
嶋
珠

〔

マ

マ

〕

雄
さ
ん
を
偲
ん
で」

、
永
井
ま
す
み

「

編
集
ノ
ー
ト」

50
号（

00
／

5）

記
念
号

正
岡
洋
夫

「

周
荘
の
こ
と
な
ど」（

寺
島
登
場）

日
本
現
代
詩
歌
文
学
館

※
事
務
局
だ
よ
り
参
照

同（

本）

①『

全
国
詩
人
特
選
詩
集』

第
三
巻（

83

／

7）

近
文
社
発
行

寺
島
珠
雄
、
他

粟
田
茂
な
ど
全
九
名
の
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
。

「

食
う
連
作
抄」

最
終「

日
記」

②
橋
本
照
嵩
写
真
集『

小
野
十
三
郎
の

二
日
間』

発
行：

澪
標（

99
／

11）

構
成：
倉
橋
健
一

編
集：

中
塚
鞠

子
他

寺
島
珠
雄「
或
る
日

小
野
さ
ん」

『

断
崖
の
あ
る
風
景』
か
ら
の
転
載
。

こ
れ
は《

③
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
等》

に

分
類）

追
加
情
報（

雑
誌）

①
A

－

12『

大
阪
春
秋』

第
33
号（

82

／

8）

詩「

夾
竹
桃
の
花
咲
け
ば」

寺

島
珠
雄

大
市
中
図

②
A

－

104『

彷
書
月
刊』

99
年
10
月
号

関
連：「

〈

追
悼
・
寺
島
珠
雄
さ
ん〉

帝
人
の
居
住
地」

伊
藤
信
吉鳥

取
県
図

③
A

－

76『

日
本
古
書
通
信』

99
年
11

月
号

関
連：

「
『

霊
と
肉
と』

と
長

崎
謙
二
郎
の
こ
と
ー
寺
島
珠
雄
氏
追

悼
に
か
え
て」

本
地
陽
彦

福
井
県
図

④
A

－

35『

柵』

No.
33（

89
／

9）
「

凡

常
な
る
悲
鳴

小
野
十
三
郎
詩
集『

い

ま
い
る
と
こ
ろ』

余
話」

寺
島
珠
雄

同

No.
48（

90
／

12）

書
評「

京
都
を

押
し
つ
け
な
い
京
都
人
の
詩
集『

気

を
お
び
る
物
た
ち』

」

寺
島
珠
雄

『

柵』

所
蔵
元
は「

永
瀬
清
子
資
料

室」

。
清
子
の
故
郷
で
あ
る
岡
山
県
赤

磐
市
熊
山
町
松
木
に
あ
り
市
教
育
委

員
会
の
所
轄
。
遺
族
か
ら
寄
贈
を
う

け
た
膨
大
な
図
書
雑
誌
が
厳
重
に
保

管
さ
れ
て
い
て
、
原
則
的
に
清
子
自

身
の
著
作
物
の
み
が
複
写
を
許
可
さ

れ
る
。
そ
れ
以
外
の
も
の
は
そ
れ
ぞ

れ
の
著
作
権
者
の
複
写
許
諾
書
が
必

要
で
あ
り
、
ま
た
も
や
そ
の
文
章
以

外
の
関
連
文
章
例
え
ば
寺
島
珠
雄
詩

集
の
書
評
等）

や
表
紙
・
奥
付
な
ど

も
複
写
は
不
可
と
な
る
。
寺
島
珠
雄

か
ら
の
清
子
宛
手
紙
一
通
、
年
賀
状

四
枚
も
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
だ

け
に
し
か
無
い
も
の
を
最
後
の
最
後

に
複
写
す
る
予
定
で
あ
る
。

前
号
掲
載
提
供
情
報
の『

陽』

こ
れ

は「

ヨ
ウ」
で
は
な
く
て「

ヒ」

と

読
む
。「

陽」

が
昇
る
の「

ヒ」
）

も

こ
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
欠
号
が

多
く
、
引
用
さ
れ
た
も
の
し
か
発
見

情
報
B
O
X
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寺
島
さ
ん
元
気
で
い
ま
す
か
、
と

今
も
よ
び
か
け
た
い
気
持
ち
で
す
。

寺
島
さ
ん
は
向
井
孝
さ
ん
と
と
も
に

月
報「

遊
撃」

―
が
り
版
ビ
ラ
誌
―

の
最
良
の
読
者
で
し
た
。
向
井
さ
ん

は
物
が
き
の
一
方
、
市
民
運
動
の
達

人
で
創
意
工
夫
に
満
ち
た
集
会・

デ

モ
を
展
開
し
ビ
ラ
作
り
か
ら
そ
の
ま

き
か
た
ま
で
、
ぼ
く
は
舌
を
ま
か
さ

れ
ま
し
た
。

寺
島
さ
ん
は
ぼ
く
の
な
か
で
は
ま

ず
釜
ヶ
崎
、
労
務
者
、
お
に
ぎ
り
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ら
わ
れ
て
き
ま

す
。
そ
し
て
文
人
と
い
う
呼
び
名
が

ふ
さ
わ
し
い
人
で
す
。
ま
た
多
岐
に

わ
た
る
丹
念
な
資
料
追
究
力
は
寺
島

さ
ん
の
書
く
文
章
の
は
し
は
し
に
ふ

と
か
い
ま
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詩
に
お
い
て
も
同
じ
で
す
。

「

服
部
之
總
は
一
時
期
、花
王
石
鹸

の
宣
伝
部
長
だ
っ
た
。」

週
刊
金
曜
日

八
七
一
号
―
佐
高
信
の
お
墓
紀
行
部

分と
い
う
文
を
み
た
と
き
ぼ
く
は
寺
島

さ
ん
の
花
王
石
鹸
の
詩
を
思
い
出

し
、
そ
こ
に
服
部
之
總
の
登
場
す
る

意
味
が
は
じ
め
て
と
け
た
の
で
し

た
。
そ
う
い
う
謎
め
い
た
詩
は
ほ
か

に
も
あ
っ
て
油
断
は
な
ら
ぬ
と
今
に

な
っ
て
思
わ
さ
れ
る
の
で
す
。

一
九
七
三
年
十
月
に
刊
行
さ
れ
た

『

反
政
治
詩
集』

は
寺
島
、
向
井
の
持

ち
味
な
く
て
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
傑

作
で
し
ょ
う
。
ぼ
く
に
は
き
び
し

か
っ
た
菅
原
克
己
も「

き
み
こ
の
仕

事
は
と
て
も
い
い
よ」

と
い
っ
て
い

ま
し
た
。

崩
壊
し
は
じ
め
て
い
る
い
ま
の
時

代
に
こ
の
よ
う
な
詩
集
は
ふ
た
た
び

必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
ぼ
く
は
考
え

て
い
ま
す
け
れ
ど
そ
う
い
う
詩
の
書

き
手
と
ま
と
め
役
は
い
る
で
し
ょ
う

か
。

「

岡
本
さ
ん
へ
の
詩
、
く
り
か
え
し

て
読
ん
で
、
い
ま
切
り
と
っ
て
私
が

作
っ
た
年
譜
原
稿
の
し
ま
い
に
設
け

た
追
悼
の
切
抜
集
に
貼
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
年
譜
は
三
万
五
千
字
ぐ
ら
い

の
量
で
で
き
て
い
る
の
で
す
が
、
近

く
出
る
全
詩
集
で
は
収
容
し
き
れ

ず
、
略
年
譜
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
い
つ
か
な
ん
と
か

し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

一
九
七
八
年
五
月
二
日
付
け
の
寺

島
さ
ん
か
ら
の
は
が
き
の
一
部
で

す
。
ぼ
く
が「

遊
撃」

に
か
い
た
岡

本
さ
ん
へ
の
追
悼
詩
の
あ
つ
か
い
に

ふ
れ
た
部
分
で
す
。
ぼ
く
は
手
紙
、

月
報
な
ど
の
郵
送
に
チ
ラ
シ・

包
み

紙
な
ど
を
裏
返
し
て
封
筒
に
使
っ
て

い
る
け
れ
ど
、
寺
島
さ
ん
の
そ
れ
は

本
格
的
で
郵
便
番
号
欄
も
自
分
で

作
っ
た
版
画
を
お
し
て
大
量
に
制
作

し
、
ミ
ニ
コ
ミ
を
発
行
し
て
い
る
人

た
ち
に
も
わ
け
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
ぼ
く
も
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ

て
い
た
ひ
と
り
で
す
。

岡
本
潤
や
小
野
十
三
郎
の
生
涯
と

そ
の
著
作
を
掘
り
起
こ
し
つ
づ
け
そ

の
死
ま
で
み
と
ど
け
た
寺
島
さ
ん
の

執
拗
な
熱
情
は
文
人
寺
島
珠
雄
の
真

骨
頂
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

二
〇
一
一・

一
一・

一
四

-
久
:
Y
m
寺
島
珠
雄
8
v

長
谷
川
修
児

断
片
・
寺
島
珠
雄（

2）

竹
中
労
L
三
百
円
L
(
*
稿
料
R
差
R

話
/
m

中
岡
光
次

寺
島
珠
雄
が
私
の
住
ま
い
に
上
が

り
込
む
こ
と
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た

し
玄
関
口
で
立
ち
話
を
す
る
こ
と
も

な
か
っ
た
。
履
物
を
脱
い
で
上
が
り

込
む
時
は
必
ず
何
か
大
切
な
用
件
が

あ
る
時
だ
か
ら
こ
ち
ら
も
身
構
え
る

必
要
が
あ
っ
た
。

伝
言
だ
け
で
済
む
用
事
の
場
合
は

人
が
居
よ
う
が
居
ま
い
が
、
メ
モ
を

ド
ア
ポ
ス
ト
な
ど
に
は
さ
み
込
ん
で

さ
っ
さ
と
帰
っ
て
し
ま
う
。
ご
そ
っ

と
音
が
し
て
、
ド
ァ
を
開
け
て
呼
び

止
め
て
も
背
中
を
向
け
た
ま
ま
片
手

で
あ
い
さ
つ
し
て
振
り
向
き
も
し
な
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善
太
郎
氏
文
書」

も
保
管
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
一
年
後
に
予
定
し
て
い
る『

寺
島
珠

雄
書
誌
目
録（

完
成
版）

』

は
当
会「

会
報」

合
冊

と
と
も
に
、
以
上
挙
げ
た
図
書
館
、
資
料
館
、
文

学
館
な
ど
に
配
布
寄
贈
し
ま
す
。

当
会
へ
の
寄
贈
、
そ
れ
は
預
託
と
い
う
べ
き
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
特
定
施
設
へ
の
寄
贈
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
遠
慮
な
く
ご
提
案
く
だ
さ
い
。
お

手
元
に
死
蔵
さ
れ
て
い
る
寺
島
珠
雄
の
著
作
物（
著

書
、
掲
載
紙
誌）

を
活
か
す
た
め
、
ぜ
ひ
お
譲
り

く
だ
さ
い
。

〔

中
岡〕

当
会（

あ
い
り
ん
資
料
館
含
む）

所
蔵
そ
の
他
の
本

『

詩
集

釜
ヶ
崎
通
信
別
冊・

ま
だ
生
き
て
い
る』

『

日
本
反
政
治
詩
集』

『

ス
ト
リ
ッ
プ
昭
和
史』

『

そ
れ
で
事
は
始
ま
る』

『

虚
無
思
想
研
究（

下）』

『

詩
集・

阪
神
淡
路
大
震
災』

第
1
集・

第
2
集

『

反
逆
頌

小
松
亀
代
吉
追
悼』

『

資
料・

小
野
十
三
郎』

1・

2

『

定
本

小
野
十
三
郎
全
詩
集』

『

山
谷・

キ
ュ
ー
バ・

フ
ォ
ー
ク』

『

竹
中
労

没
後
20
年・

反
骨
の
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー』

『

小
沢
昭
一』

河
出2

010
/6

『

月
の
輪
古
書
目
録
十
二

特
集
寺
島
珠
雄
私
記』

図

書

館

東金市立東金図書館

千葉県立中央図書館

千葉県立東部図書館

尼崎市立中央図書館

神戸市立中央図書館

兵庫県立図書館

大阪市立中央図書館

大阪府立中央図書館

大阪府立中之島図書館

東京都立中央図書館

東京都多摩図書館

国立国会図書館

主な図書館・文学館等における

日本近代文学館

神奈川県立近代文学館

日本現代詩歌文学館

文

学

館

当会（あいりん資料館含む）

わ
が
テ
ロ
ル
考

7

情
況
と
感
傷

8

あ
と
で
み
る
地
図

9

寺
島
珠
雄
詩
集（

石
野

編

）

10 11

断
景

12

酒
食
年
表
第
二

14

酒
食
年
表
第
三

16

神
戸
備
忘
記

13

片
信
録

15

遠
景
と
近
状

17

ど
ぶ
ね
ず
み
の
歌

23

労
務
者
渡
世

6

私
の
大
阪
地
図

27

旅
の
宿
り
の
長
い
ま
ち

28

小
野
十
三
郎
ノ
ー
ト(

断
崖

の
…)

29

ア
ナ
キ
ズ
ム
の
う
ち
そ
と
で

30

西
山
勇
太
郎
ノ
ー
ト

31

小
野
十
三
郎
ノ
ー
ト
別
冊

33

南
天
堂

34

酒
食
年
表

〇

〇

〇 〇

〇〇

〇

〇〇

〇

〇

〇

〇

〇〇

〇

〇〇

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇〇

〇 〇 〇 〇 〇〇

〇 〇 〇 〇 〇〇 〇

◎ 〇 〇 〇 〇〇 〇〇〇

〇 ◎ 〇 〇 〇 〇〇

〇 〇〇 〇〇〇

〇〇

〇〇〇

〇〇〇 〇〇〇〇〇〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇〇 〇

〇 〇

〇〇

〇〇 〇〇 ◎〇 ◎〇 〇 〇

〇 〇〇〇

〇 〇〇〇

〇 ◎

〇

◎ 〇
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で
き
な
か
っ
た
。
調
査
継
続
。

珍
情
報（

収
集
漏
れ）

◎
A

－

68『

地
帯』

No.
29（

68
／

11）

に

「

黒
木
重
雄」

と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

詩「

記
録」
あ
り
と
山
内
清
は
書
い

て
い
る
。

詩
集「

釜
ヶ
崎
通
信
別
冊
・
ま
だ
生

き
て
い
る」

所
載
の
詩（

日
付
け
は

6
9/

12
）「

記
録」

の
原
型
か
。

「

黒
木

重
雄」

な
ど
と
い
う
、
兄
大
木
静
雄

を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
も
っ
と
も
ら

し
く
そ
れ
ら
し
い
ペ
ン
ネ
ー
ム
を

使
っ
た
例
は
他
に
も
あ
る
か
の
だ
ろ

う
か
?

推
定
年
齢
的
に
山
内
清
氏
お
元
気
の

可
能
性
は
高
い
。よ
き
後
援
者
で
あ
っ

た
竹
島
昌
威
知
氏
は
す
で
に
亡
く
、

資
料
類
は
処
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と

聞
く
。
山
内
氏
の
現
在
情
報
を
お
持

ち
の
方
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
?

新
情
報（

今
と
い
う
時
代
に）

◎
A

－

155
と
し
て
追
加『

ぽ
か
ん』

02

（

11
／

11
／

20）

現
在
に
お
け
る
最
新
の
寺
島
珠
雄
に

関
連
す
る
雑
誌
で
す
。「

特
集
・
私
の

大
阪
地
図」

こ
れ
は
寺
島
珠
雄
の
そ

の
著
書
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
採
ら
れ
て

い
る
が
寺
島
特
集
で
は
な
い
。
し
か

し
、

「

大
阪
に
も
寺
島
珠
雄
に
も
ま
っ

た
く
馴
染
み
が
な
い
若
者
た
ち
が
こ

の
本
を
呼
ん
で
、
ど
ん
な
風
に
感
じ

る
の
か
知
り
た
い
と
思
っ
た」

と
い

う
読
書
感
想
文「

私
の
大
阪
地
図」

。

横
並
び
83
年
生
ま
れ
の
三
人
が
そ
れ

ぞ
れ
一
頁
ず
つ
記
述
し
て
い
る
。
評

を
書
こ
う
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
も

「

な
い
も
の
ね
だ
り」

に
な
り
そ
う
な

の
で
そ
れ
は
止
め
る
。
執
筆
陣
に
は

扉
野
良
人
、
加
納
成
治
の
名
が
見
え

る
。
そ
れ
ぞ
れ
過
去
に
寺
島
珠
雄
へ

の
思
い
を
筆
に
託
し
た
人
物
で
あ
る
。

〒5
5

0
-

0
0
1
4
大
阪
市
西
区
北
堀

江
1

－

14

－

21
第
一
北
堀
江
ビ
ル
4

F
貸
本
喫
茶
ち
ょ
う
ち
ょ
ぽ
っ
こ
内

ぽ
か
ん
編
集
部

E
ma

il
:
po

ka
n0

0@

gm
ai

l.
co

m
定
価
千
円

感
謝
！

各
氏
か
ら
の
資
料
提
供
報

告
と
追
加
情
報

川
瀬
健
一
氏（『

詩
と
現
実』

編
集

発
行
人）

《

雑
誌》

A

－

43『

詩
と
現
実』

2
号（

70
／

11）

4
号（

71
／

12）

休
刊
号（

74
／

12）

A

－

13『

解
氷
期』

14
号（

81
／

6）

《

そ
の
他》

私
信
原
稿
用
紙
一
枚
、
編

集・

投
稿
上
の
連
絡）

以
上
寄
贈

平
山
忠
敬
氏
自
由
誌（『

ゆ
う』

発

行
人）

《

本》

C

－
3
詩
集『

わ
が
テ
ロ
ル
考』

日

野
善
太
郎
か
ら
平
山
氏
あ
て
私
信
便

箋
二
枚）

は
さ
み
込
み
有
り）

C

－

12
詩
集『

酒
食
年
表』

C

－

16
詩
集『

酒
食
年
表
第
三』

C

－

28『

旅
の
宿
り
の
長
い
ま
ち』

C

－

30『

ア
ナ
キ
ズ
ム
の
う
ち
そ
と

で』

以
上
寄
贈

C

－

171
平
山
氏
個
人
通
信
誌『

い
の

し
し』

複
写
物
含
む
寄
贈

創
刊
号（

99
／

7）

～
第
8
号（

00
／

10）

計
8
冊

2
号
に
西
村
修「

寺
島
珠
雄
さ
ん
の

こ
と」

3
号
に
＝
寺
島
さ
ん
を
悼

む
＝
詩「

神
戸
備
忘
記」

／

日
野
善
太

郎「

寺
島
シ
ョ
ッ
ク」

／

西
村
修「

寺

島
さ
ん
の
こ
と
Ⅱ」

／「

た
よ
り・

あ

の
人
こ
の
人」

欄
に
各
氏
私
信
／

等
有

り

第
6
号
日
野
善
太
郎「

寺
島
珠

雄
と
見
た
T
V」
こ
れ
は
74
年
2
月

末
N
H
K
兄
静
雄
夫
妻
を
扱
う「

70

年
代
わ
れ
ら
の
世
界・

幸
福
の
設
計」

放
送
の
こ
と

す
べ
て
新
発
見
で
す

《

未
登
録》『「

日
本
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動

人
名
事
典」

編
集
委
ニ
ュ
ー
ス」

現
物
貸
与

欠
号（

創
刊
号
。
2・

4・

5・

7・

8）

を
除
く
全
冊（

随
所
に
寺
島
関

連
文
有
り）

中
西
徹
氏（

浮
游
社）

《

そ
の
他》

寺
島
珠
雄
自
製『

色
紙』

詩
画
展
に
使
用
か）

小
沢
信
男
氏

《

本》

C

－

4『

詩
集

ぼ
う
ふ
ら
の
う
た』

復
刻
版

C

－

8『

詩
集

情
況
と
感
傷』（

78
／

6
の「

小
沢
信
男
様」

寺
島
珠
雄
署

名
有
り）

C

－

14『

詩
集

酒
食
年
表
第
二』

（
「

〝
謹
呈
〟

を
自
分
で
彫
り
ま
し
た」

と
い
う
私
信
と
二
色
刷
自
製
謹
呈
栞

付
き）

C

－

16『

詩
集

酒
食
年
表
第
三』

C

－

17『

遠
景
と
近
状』

C

－

115『

通
り
過
ぎ
た
人
々』

小
沢
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信
男

《

雑
誌》

A

－

6『

う
え
の』

No.
3
8
8（

91
／

8）
同
No.

4
2
2（

94
／

6）
「

外
米
と
近

衛
、
細
川」
こ
れ
追
加
新
発
見
で
す）

A

－

20『

虚
無
思
想
研
究』

第
16
号・

追
悼
寺
島
珠
雄

A

－

154『

ぶ
ら
つ
く
通
信』

第
○
号

（

00
／

7）

A

－

163『

寺
島
珠
雄

詩・

エ
ッ
セ

イ
集』

《

そ
の
他》

◎
寺
島
珠
雄
個
人
通
信『

低
人
通
信』

第
二
次
19
号
～
42
号（

欠
20
号
、
22

号
は
手
紙
付）

◎『

寺
島
珠
雄
名
刺』（

96
／

9
／

15
記
、

月
の
輪
書
林
高
橋
氏
の
紹
介
状）

長
谷
川
修
児
氏『

日
本
反
政
治
詩

集
と
共
著
者
・

『

遊
撃』

編
集
発
行
人）

《

本・

未
登
録》

『

遊
撃
詩
集』（

94
／

9）

発
行：

さ
か

さ
の
イ
シ
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
、
詩「

須

磨
遊
歩」

所
載）

《

雑
誌》

A

－

111『

遊
撃』

寺
島
珠
雄
関
係
分

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

第18
5

号（

86
／

12）・
194・

19
6

詩

「

酒
食
年
表」

抄
紹
介・

2
0

2

詩「

未

明
の
メ
モ」

母
の
夢
を
見
た
と
い
う

詩
掲
載）・

2
0

3・
2

07
『

詩
集
神
戸
備

忘
記』

の
寄
蔵
を
う
け
た
こ
と
に
つ

い
て
若
干）

・
2

24
・

249
（
『

吉
本
孝

一
詩
集』

の
寄
蔵
を
受
け
て
紹
介
二

頁
半）

・
2

51
（

詩「

月
齢
26・

1
の

朝）

掲
載）

・
2

8
9
（
「

遊
撃
手」

欄

「

再
生
封
筒

－

裏
返
し
封
筒

－」

郵
便

番
号
用
の
ゴ
ム
印
も
含
め
て
封
筒
の

作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
手
紙・

96
／

3
／

16

全
文
掲
載）・
2

9
6・

310（

詩「

酒
食

年
表
第
三
追
録」

掲
載）・

第40
5

号

以
上
寄
贈

〒15
5

-0
0

3
2

東
京
都
世
田
谷

区
代
沢2

-41
-13「

さ
か
さ
の
イ

シ」

長
谷
川
修
児

月
刊・

無

料

振
替
口
座00170-3-31251）

た
な
か
よ
し
ゆ
き
氏『

遊
撃』

）

《

雑
誌》

A

－

111

－

1『

遊
撃』

第316

号（

99

／

12）

●
寺
島
珠
雄
追
悼
号

複
写
寄
贈

以
上
、遺
漏
誤
記
%
o
S
7
指
摘
u
。

◆『

パ
ン
テ
ィ』

岩
手
県
北
上
市
に
あ

る
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
に
創
刊
号
他

八
冊
2
号
～
8
号
は
欠）

の
所
蔵
が
確

認
。
中
岡
の
手
抜
き
調
査
が
原
因
で
し

た
。
紹
介
は
次
号
に
。

◆『
R
IV

IE
RE

』

リ
ビ
エ
ー
ル）

こ
れ
は

『

伴
勇
作
品
集』

を
読
ん
で
そ
の
略
年
譜

に
出
て
い
た
雑
誌
。
伴
勇
の
希
望
に
よ

り
別
組
織
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
が

こ
れ
は
事
実
上「

月
刊
近
文」

の
後
継

誌
で
あ
る
。

『

片
信
録』

に
思
い
を
寄
せ

た
一
人
と
し
て
伴
勇
の
詩
を
寺
島
は
載

せ
た
。
後
継
誌
と
は
い
え
必
ず
ど
こ
か

で
寺
島
珠
雄
は
登
場
す
る
。確
信
を
も
っ

て
、
創
刊
号
H
四
年
五
月）

か
ら
一
気

の
取
り
寄
せ
を
す
る
こ
と
に
し
た
。4

6

号
あ
た
り
で
寺
島
珠
雄
は
死
ん
で
い
る

が
50
号
は
記
念
号
な
の
で
き
り
の
良
い

五
十
冊
と
し
た
。
取
り
寄
せ
先
は
岩
手

県
の「

日
本
現
代
詩
歌
文
学
館」

で
あ
る
。

こ
の
取
り
寄
せ
に
付
随
し
て
思
わ
ぬ
申

し
出
が
文
学
館
か
ら
あ
っ
た
。

「

副
本
が

完
全
に
揃
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
と
も

必
要
な
ら
図
書
館
に
寄
贈
し
て
も
よ
ろ

し
い」

と
書
う
。
連
絡
を
受
け
た
取
り

寄
せ
元
の
地
元
図
書
館
は
断
っ
た
。
縁

も
ゆ
か
り
も
な
い
雑
誌
を
地
方
図
書
館

が
受
け
入
れ
て
も「

死
蔵」
に
し
か
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
り
当
然
の
判
断
で
す
。

そ
の
報
告
を
受
け
た
私
は
、
あ
り
が
た

い
申
し
出
を
た
だ
の
申
し
出
に
終
わ
ら

せ
た
く
な
い
と
考
え
、
発
行
地
で
あ
る

堺
市
立
中
央
図
書
館
と
の
仲
立
ち
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◆
12
／

9
東
金
市
立
東
金
図
書
館
よ
り
電

話
。
調
査
を
依
頼
し
て
い
た
鈴
木
勝
個

人
誌「

ふ
る
さ
と
詩
人」

の
閲
読
調
査

が
完
了
し
、
寺
島
珠
雄
の
詩
他
十
数
篇

確
認
と
の
こ
と
。
表
紙
、
奥
付
そ
の
他

も
含
め
て
複
写
送
付
を
お
願
い
し
た
。

そ
の
電
話
を
受
け
取
っ
た
の
は
、
私
も

図
書
館
に
電
話
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い

た
時
。
当
号
に「

寄
贈」

の
呼
び
か
け

を
載
せ
た
が
、
比
較
的
順
調
に
寄
贈
が

相
次
ぎ
、
重
複
本
が
何
種
類
か
出
だ
し

た
。
と
り
あ
え
ず
手
元
に
置
く
必
要
の

な
い
、
五
冊
を
朝
一
番
で
発
送
し
た
。

そ
れ
で
念
の
為
の
電
話
を
い
れ
て
お
こ

う
と
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
の
五
冊

は
次
の
と
お
り
。

（1）
詩
集『

情
況
と
感
傷』

V
A
N
書

房（

78
／

6）

（2）
詩
集『

酒
食
年
衰
第
三

1
99

8 』

エ
ン
プ
テ
ィ（

98
／

4）

（3）『

ア
ナ
キ
ズ
ム
の
う
ち
そ
と
で
ー

わ
が
詩
人
考』

編
集
工
房
ノ
ア（

83

／

5）

（4）『

虚
無
思
想
研
究
16
号

追
悼
寺

探
し
も
の
、
こ
ぼ
れ
ば
な
し

事
務
局
だ
よ
り
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ま
た
寺
島
著
書
名
の
上
の
数
字
は【

寺
島
珠
雄
書

誌
目
録】

（

第
一
次）

の
C（

本）

部
分
の
ナ
ン

バ
ー
で
す
。

寄
贈
先
の
図
書
館
と
し
て
ま
ず
第
一
に
、
故
郷

で
あ
る
東
金
市
立
東
金
図
書
館（

千
葉
県
東
金
市

東
岩
崎
一
―
一）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
悲
し
い

か
な
蔵
書
は『

ど
ぶ
ね
ず
み
の
歌』

一
冊
だ
け
で

す
が
、
貸
し
出
し
希
望
は
絶
え
て
い
ま
せ
ん
。
こ

う
い
う
フ
ァ
ン
に
こ
た
え
、
必
要
資
料
を
拡
充
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
人
物
を
探
索
す
る

に
は
や
は
り
故
郷
が
大
き
な
手
が
か
り
に
な
る
か

ら
で
す
。
利
用
頻
度
に
よ
る
除
籍
廃
本
措
置
な
ど

が
な
さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
、
こ
の
ほ
ど
嬉
し

い
こ
と
に「

郷
土
資
料」

と
し
て
の
保
管
が
決
定

し
ま
し
た
。

寄
贈
先
と
し
て
次
に
考
え
て
い
る
の
が
、
最
後

の
住
み
処
と
し
て
長
く
暮
ら
し
た
尼
崎
市
立
中
央

図
書
館
、
都
道
府
県
立
で
は
最
多
の
所
蔵
が
あ
る

兵
庫
県
立
図
書
館
、
利
便
性
の
高
い
神
戸
市
立
中

央
図
書
館
で
す
。

尼
崎
市
立
中
央
所
蔵
の『

わ
が
テ
ロ
ル
考』

に

は「

寺
島
珠
雄
氏
寄
贈」

シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
刊
行
は
釜
ヶ
崎
在
住
時
で
す
か
ら
、
尼

崎
に
移
り
住
ん
で
か
ら
寄
贈
し
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
寺
島
珠
雄
が
最
も
長
く

交
友
を
結
ん
だ
一
人
、
日
野
善
太
郎
関
係
の
所
蔵

も
あ
り
、
近
く
の
尼
崎
地
域
史
料
室
に
は「

日
野

国立国会図書館

東京都立中央図書館
日本近代文学館

大阪府立中之島図書館
大阪市立中央図書館

●

●
●

●
●

東金市立東金図書館
http://www.city.togane.chiba.jp
/ka/tosyokan/

●

千葉県立中央図書館

千葉県立東部図書館

尼崎市立中央図書館
http://www.amagasaki
-library.jp/Ama/

●●

東京都立多摩図書館

●

神奈川県立近代文学館

●

日本現代詩歌
文学館

神戸市立中央図書館

●

兵庫県立図書館

大阪府立中央図書館

●

所蔵状況一覧（2011年11月20日現在）



刊
行
会
は
前
号
で
趣
旨
を
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、

寺
島
珠
雄
の
書
誌
目
録
の
作
成
と
併
せ
て
、
著
作

物
を
収
集
し
、
必
要
と
す
る
人
び
と
の
利
用
に
供

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
著
書
、
掲
載
紙
誌
の
す
べ
て
を

社
会
福
祉
法
人
大
阪
自
彊
館
あ
い
り
ん
資
料
室（

大

阪
市
西
成
区
萩
之
茶
屋
一
―
二
―
一
五）

に
常
備

し
、
必
要
な
人
び
と
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
、
あ

わ
せ
て
永
く
保
存
さ
れ
る
た
め
に
も
い
く
つ
か
の

公
共
図
書
館
に
寄
贈
す
る
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
著
書
に
つ
い
て
は
最

低
二
部
以
上
を
求
め
て
い

ま
す
。
考
え
て
い
る
寄
贈

先
は
少
な
く
な
く
、
重
複

本
が
増
え
て
も
構
わ
な
い

の
で
お
譲
り
い
た
だ
け
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
目
的
は
寺
島

珠
雄
の「

顕
彰」

な
ど
で

は
な
く
、
記
録
し
、
保
存

す
る
こ
と
で
す
。
誰
で
あ

れ
故
人
の
代
理
も
代
弁
も

で
き
ま
せ
ん
。

「

顕
彰」

や

ら「

寺
島
の
思
想」

な
ど
と
言
え
ば
、
故
人
は
き
っ

と「

よ
せ
や
い」

と
言
う
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

い
く
つ
か
の
書
庫
に
行
け
ば
、
求
め
る
人
び
と
が

寺
島
珠
雄
に
出
会
え
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「

文
学
館」

で
は
ど
う
か
と
い
う
声
も
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。
寺
島
珠
雄
が
優
れ
た
詩
人
で
あ
っ

た
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
彼
は

実
に

〝
多
面
体
の
漢
〟

で
あ
り
、
文
学
的
な
側
面

に
限
る
こ
と
で
そ
の
多
面
的
、
人
間
的
な
魅
力
を

見
失
い
か
ね
な
い
と
い
う
危
惧
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、

「

文
学
館」

は
庶
民
に
と
り
敷
居
が
高
い
。
コ

ピ
ー
代
は
高
く
、
比
較
的
安
い
日
本
現
代
詩
歌
文

学
館
で
も
一
枚
三
〇
円
、
日
本
近
代
文
学
館
は
一

枚
一
〇
〇
円（

カ
ラ
ー
は
三
〇
〇
円）

に
加
え
て

入
場
料
が
毎
回
、
取
ら
れ
ま
す
。
図
書
館
法
で「

入

館
料
そ
の
他
図
書
館
資
料
の
利
用
に
対
す
る
い
か

な
る
対
価
を
も
徴
収
し
て
は
な
ら
な
い」

と
定
め

ら
れ
て
い
る
公
共
図
書
館
の
存
在
意
義
は
こ
こ
に

あ
り
ま
す
。

次
の
2・

3
ペ
ー
ジ
見
開
き
の
図
書
館
所
蔵
状

況
一
覧
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
◎
印
は
二
冊
蔵
、
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寺
島
珠
雄
書
誌
目
録
刊
行
会
会
報

第
二
号

二
〇
一
一
年
一
二
月
二
五
日
発
行

発
行
人
＝
中
岡
光
次

編
集
人
＝
前
田
年
昭

連
絡
先
＝
岡
山
県
赤
磐
市
沼
田
四
六
八
―
一（
〒
七
〇
九
―
〇
八
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島
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著
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収
集
と
公
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に
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い
て
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島
珠
雄』（

00
／

7）

（5）
詩
集『

釜
ヶ
崎
通
信
別
冊
・
ま
だ

生
き
て
い
る』

複
製
版

こ
れ
ら
は
郷
土
資
料
室
に
永
年
保
存
さ

れ
ま
す
。
と
り
わ
け

（1）
の『

情
況
と
感

傷』

は「

小
沢
信
男
様
寺
島
珠
雄」

署

名
入
り
で
貴
重
な
も
の
で
す
、
図
書
館

H
P
で
の
宣
伝
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

の
で
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
担
当
は
、
な
、
な
ん
と「

大

木」

さ
ん
と
言
わ
れ
る
女
性
の
方
。
地

元
の
方
で
は
な
い
ら
し
い
。
縁
も
ゆ
か

り
も
あ
り
り
ま
せ
ん
と
言
わ
れ
る
が
姓

が
同
じ
と
い
う
の
は
、
や
は
り「

縁」

。

「

奇
縁』

と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
通

常
の
業
務
の
範
囲
を
越
え
て「

ふ
る
さ

と
詩
人」

の
網
羅
的
調
査
を
請
け
て
頂

き
ま
し
た
。感
謝
。こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
。

●
事
務
処
理
の
方
法
に
未
だ
お
ぼ
つ
か

な
い
も
の
が
あ
り
、「

会
報」

の
未
着
、

「

目
録」

第
一
次
の
未
送
付
な
ど
、
遺
漏

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
が

あ
り
ま
す
。
お
か
し
い
と
思
わ
れ
た
場

合
は
、
遠
慮
な
く
ご
連
絡
を
。
即
返
事

を
心
が
け
て
は
お
り
ま
す
が
、
払
い
込

み
か
ら
当
会
へ
の
通
知
は
最
短
で
三
日
、

土
日
が
挟
ま
る
と
一
週
問
近
く
か
か
っ

て
お
り
ま
す
。
ご
考
慮
下
さ
い
。

送
金
さ
れ
る
場
合
は
、
払
込
取
扱
票
の

通
信
欄
に
、
入
会
の
契
機
な
り
を
一
言

記
入
し
て
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

各
位
の
ご
協
力
に
つ
い
て
は
公
開
を
原

則
と
し
ま
す
の
で
、
匿
名
を
希
望
さ
れ

る
方
は
明
記
を
。

※
図
書
等
を
宅
急
便
で
送
ら
れ
る
場
合

は
で
き
る
だ
け「

黒
ネ
コ」

を
ご
利
用

下
さ
い
。

『

着
払
い」

で
け
っ
こ
う
で
す
。

「

着
払
い」

の
場
舎
は

〒
7
0
9

－

0
8
1
2
岡
山
県
赤
磐
市

沼
田

ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
赤
磐
ネ
オ
ポ
リ

ス
営
業
所
留

で
お
願
い
し
ま
す
。
会

の
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
。

●
次
号
は
来
年
二
月
下
旬
の
予
定
。
昔

の
記
憶
、
と
く
に
当
事
者
の
証
言
に
は

思
い
込
み
や
勘
違
い
は
よ
く
あ
る
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
遠
慮
な
く
寺
島

を
め
ぐ
る
思
い
出
の
投
稿
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

●
暮
れ
も
押
し
詰
ま
っ
て
か
ら
の
発
行

と
な
り
ま
し
た
。
年
始
の
ご
挨
拶
は
誠

に
勝
手
な
が
ら
本
号
を
も
っ
て
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
よ
い
お
年

を
。
寒
さ
の
折
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。

会計報告（ ）

《協賛金を頂いた各位》（受付順・敬称略）

松葉祥一・永井美由紀・河内紀・小沢信男・奥沢邦成・平山忠

敬・村山恒夫・川田恒信・古屋淳二・冨板敦・加名義泳逸・佐藤

信子・真辺致真・岩本乾治・松本潤一郎・上村とし子・北村信

隆・遠山幹男・小黒基司・中島敏・井内節子・猪野健治・長谷川

修児・又重勝彦・松岡高・朝浩之・苗村昌義・坂井てい・他 1

名・(松繁逸夫・前田年昭・中岡光次)

◇収入

協賛金 32 名 円

叢書売上 円

収入計 円

◇支出

振替手数料 円

振替用紙印刷サービス代 円

会報 1 号発送費 円

その他郵送通信費（切手、葉書等購入費含） 円

複写料 円

文具費 封筒 円

ゴム印 円

雑品（スタンプ台、クリァファイル、
コピー用紙、複写用インク他 ） 円

古書購入費（詩集『断景』、「CASCO 2 号、

「雲遊天下」22 号） （計） 円

支出計 円

◇差引収支（繰越） 円


